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　　１．建築物の構造内容 　　３．地　　　盤

構造設計特記仕様 ＊修正箇所は下線を引くこと
　適用は　　印を記入する。　　

（２）工事種別

（３）構造設計一級建築士の関与

（１）地盤調査資料と調査計画

（４）構造種別

（５）階　　数

（６）主要用途
（７）屋上付属物

（８）特別な荷重

（９）付帯工事

（10）増築計画
（11）構造計算ルート

（１）コンクリート

（２）コンクリートブロック

（３）鉄　筋

（４）鉄　骨

（５）ボ　ル　ト

（６）屋根、床、壁

（３）杭基礎

（２）地盤改良

（１）直接基礎

（３）型　枠

（２）鉄　筋

（１）コンクリート

（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による

（２）工事監理者の承認を必要とするもの

（３）工事監理者が行う検査項目

（４）接合部の溶接は下記によること

（５）接合部の検査

（７）耐火被覆の材料

（６）防錆塗装

　　６．鉄骨工事　　５．鉄筋コンクリート工事

　　４．地業工事

　　２．使用建築材料表・使用構造材料一覧表

（施工方法等計画書）（施工方法等計画書）

適　用　箇　所 種　類 備　考スランプ設計基準強度
Fc = N/m㎡ Fq = N/m㎡ cm

品質基準強度

（レディーミクストコンクリート　JIS Q 1001,JIS Q 1011,JIS A 5308）

 機械式駐車場

 壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）

 壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）

 鉄骨造（Ｓ）

 鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）

 プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）

 補強コンクリートブロック造（ＣＢ） 木造（Ｗ）

 鉄筋コンクリート造（ＲＣ）

注(3)構造設計一級建築士の関与が義務づけられる建築物については解説書等を参照して確認する事。

 法第20条第二号（　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 法第20条第一号（高さ 60 m超）

 RC造高さ 20 m超  S造 4 階建以上  木造高さ 13 m超  その他

 改築 増改築

 必要としない 必要

 増築 新築

調　査　項　目

 ボーリング調査

 水平地盤反力係数の測定

 試験堀（支持層の確認）

 スエーデン式サウンディング

資料有り 調査計画 調査項目 資料有り 調査計画 調査項目 資料有り 調査計画

 無 有 無　　（調査計画　　　　　　　 ） 有　　（　　　　　　　　　　 ） 近隣 敷地内

 静的貫入試験

 土質試験

 平板載荷試験

 標準貫入試験

 物理探査

 液状化判定

 ＰＳ検層 現場透水試験

注）上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに　を記入する。

（基礎・杭の位置を明記すること）

○調査地番

○位置図

標準貫入試験
値
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注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

○孔内水位

○近隣データの調査地番と

○備考

　設計地番とは約　mの距離

　がある

　GL－2.0 m

　ついてのコメント

○支持地盤、地層及び深さに　

 無

 無

 無

 有

 有

 有

試験堀

載荷試験

注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター2002」を参考とする

載荷試験長期許容支持力度　　　　　　kN/㎡

 深層混合処理工法

 独立基礎 布基礎 ベタ基礎

 浅層混合処理工法

深さ GL－　　　m、

支持層－

 コンクリート杭
 場所打ち

 RC

 PHC

 鋼管

 SC杭

杭　　種 材　　料 施　工　法 備　　考

　　年　月　日

　　　　　認定

　　第　　　号

 拡底杭

 リバースサーキュレーション

 ミニアース

 手堀

 機械堀

 アースドリル

 深礎 BH

 オールケーシング

 打ち込み

 埋込み（セメントミルク工法）

Ⅲ種

 C種

Ⅱ種

 B種

Ⅰ種

 A種

 JIS

 PRC(　　　　　　　　　　　　)

 PHC(　　　　　　　　　　　　)

 鋼材

 スランプ　　　　　　　cm以下

 鉄筋　　　主筋　SD

 　　　　　HOOP　SD

 単位水量　　 　 　　　kg/ｍ

 セメント量　　　　　　kg/ｍ3

3

 コンクリートFc　　　　N/m㎡

 　　　　　　Fq　　　　N/m㎡

 PRC

 H鋼

 摩擦杭

 施工計画書承認  杭施工結果報告書

 孔壁測定

杭仕様

試験杭

杭径（mm） 本数 特記事項杭の先端の深さ（m）

注）１ 片持ばり、庇、スパン９．０ｍ以上のはり下は、工事監理者の指示による。

注）２ 大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。

注）３ 支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）４ 盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注）７ 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛かえを行わないこと。

注）８ 支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃を与えないよ

　　　 はならない。

注）５ 支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをして

　　　　うに行うこと。

 ４つ星２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

 現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調査は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ

 錆止めペイントを使用し、２回塗りとする。

 防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。

JIS K 5625、 　　　　　、 を使用して、 錆止めのペイントは、

注１)現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を100％行うこと

注２)知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること

 高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

 高力ボルトすべり係数試験　　　要　　　否

 一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常がないことを確認する。

 軸力導入試験　　　要　　　否

　第1464号第二号による

　（目視及び計測）

(注)東京都の要綱に

　基づき必要となる建築

　物の場合に実施する

※平成12年建設省告示

検査率又は検査数

工場自主検査 第三者受入検査
備　　考検 査 方 法検 査 箇 所

 完全溶込み溶接部 
　（突合せ溶接）

外観検査（※）

超音波探傷検査

 内質
 検査
（注）

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した

　検査会社をいう。

　第三者検査機関名 （都知事登録　　　　　　　号）

　　個

％　 個

％　 個

％　 個

30％　 個

0％　 個

工事監理者

　　個

％　 個

％　 個

％　 個

　　個

％　 個

％　 個

％　 個

100％　 個

100％　 個

30％　 個

30％　 個

外観検査（※）

マクロ試験・その他

 示温塗料塗布

 硬さ試験

 日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」

 溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

 日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

 平成12年建設省告示第1464号第二号 イ、ロ

 鉄骨構造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱

 特殊ボルト

 製品検査

 頭付スタッド

 建方検査

※社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。

（　　印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

 組立・開先検査 現寸検査

 社内検査表

 製作要領書

 高力ボルト

 材料規格証明書※、または試験成績書

 認定または登録工場（大臣認定　S　H　M　R　J　グレード   　　都登録　T1　　T2　　T3　ランク）

 鋼材

 製作工場  工作図  施工計画書

 日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

 社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

 鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

 コンクリートは JIS A 5308 に適合するJIS認定工場の製品とし、施工に関しては標準図に記載されている

 フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究センターの技

 術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した

 構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法はJASS 5T - 603によることとし、供試体は現場

 水中養生、または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。

 一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。

 高さはコンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送技士または同

 等以上の技能を有する者が従事すること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外

 ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリートの自由落下

 コンクリート打込み中及び打込み後５日間は、コンクリートの温度が２度下がらないようにする。

 尚、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。

 気温が 25 ℃未満の場合は 150 分以内、 25 ℃以上の場合は 120 分以内とする。

 また、打込み量が 150 m を超える場合は 150 m ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。

本構造設計特記仕様はコンクリートの設計基準強度（Fc）が

36 N/m㎡以下に適用し、鉄筋の材種は SD390 以下に適用する。

 長期

 方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

 標準

 調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

 寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、管理

 セメントは、JIS R 5210 の普通ポルトランドセメントを標準とする。

 耐久設計基準強度　Ｆｄ  一般

 写真（カラー）を保管し承認を得る。

 り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

 測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取

 ト構造配筋標準図（１）（２）」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）（２）」による。

 鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリー

 乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。

 鉄筋は JIS G 3112 の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き、

 高強度せん断補強筋は、 JIS G 3137 に規定されるＤ種１号適合品とする。

 鉄筋継手等

 機械式継手　　

 溶接継手

 圧接継手

 重ね継手

鉄筋継手工法

 告示1463号第4項各号

 告示1463号第3項各号

 告示1463号第2項各号　

 35d　 40d　  (　　)d　

 (1)引張力最小部位

継手の位置等の設計条件による仕様・等級

 (2) (1)以外の部位(注)

 A 級  B 級  SA 級

鉄筋の径

 D (１６) 以下　

 D (１９) 以上　

 D (　　) 以上　

 D (　　) 以上　

注）(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築

 継手部分の施工要領は 社) 日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」　（ガス圧接継手工事、

 溶接継手工事、機械式継手工事）による。

 継手部の検査方法：

 ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験も併用し、

 （１ロットは同一の作業班が同一日に作業した圧接箇所で 200 箇所程度とする）

 の試験機関で行うこと。

試験・検査機関名

代行業者名

　　センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手使用基準（建築物

　　の構造関係技術基準解説書 2007）』によって検討した部材の条件・仕様によること。

 Ｄ19 未満は、すべて重ね継手とする。

 １回の試験は 5 本以上とする。

 柱の帯筋(HOOP)の加工方法は、

 コンクリート及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱要網」第４条

 ・外観検査　　有　　無  ・引張試験　　有　　無  ・超音波探傷試験　　有　　無

 Ｈ型（タガ型）  Ｗ型（溶接型）  Ｓ型（スパイラル型） とする。

（都知事登録　　　　　号）

 代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。

 材料　　合板厚　12 mmを標準とする。

 型枠存置期間

種類
部位

早強ポルト
ランドセメント

基礎、はり側、柱、壁

せ　き　板

スラブ下、はり下

普通ポルト
ランドセメント

シリカセメント
Ａ種

高炉セメント
Ａ種

普通ポルト
ランドセメント

シリカセメント
Ａ種

高炉セメント
Ａ種

早強ポルト
ランドセメント

支　　柱

スラブ下 はり下

シリカセメント
Ａ種

普通ポルト
ランドセメント

高炉セメント
Ａ種

早強ポルト
ランドセメント

普通ポルト
ランドセメント

シリカセメント
Ａ種

高炉セメント
Ａ種

早強ポルト
ランドセメント

８ １７ ２８

１２ ２５ ２８

１５ ２８ ２８

８５％

設計基準強度の

１００％

４ ６

６ １０

１０ １６

設計基準強度の５０％

２ ３

３ ５

５ ８

５．０N/m㎡

5℃未満

5℃～15℃

15℃以上
コンクリート

の材令（日）

コンクリートの圧縮強度

平
均
気
温

存
置
期
間
の

の種類

セメント

細骨材の種類

粗骨材の種類

水の区分

呼び強度を保証する材齢、養生

混和材料の種類　（JIS　　　　　　　　）

 養生（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 材齢（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 AE減水剤

 水道水

 砂利

 砂  山砂

 砕石

 地下水

 高性能AE減水剤

 工業用水

 人工

 人工

 標準 現場水中

 56日

 現場封かん

 28日

 単位水量は185kg/m 以下、単位セメント量は270kg/m 以上とする。

（JIS A 5406）

 A種　  B種　  C種　　 厚　  100　  120　  150　  190　 使用箇所(　　　　　　　　　　　　)

 重ね継手

 ガス圧接継手

 溶接継手

 機械式継手

 （　　　　　　　　　　　）
各継手の仕様詳細については
本仕様5.(2)鉄筋の項の鉄筋
継手等の■にて表示すること。

継手工法使用箇所

 SD390

 SD345

 SD295 B

 SD295 A 

種　　類 径

 大臣認定番号 MSRB-

 SR235

 材種高強度せん断補強筋

 異形鉄筋
(JIS G 3112)

丸　　鋼（JIS G 3112）

溶接金網（JIS G 3551）

溶接材料  JIS Z

 SN490 B

 BCP235

 STKR490

 SM400 SS400

 BCR295

 SM490 A

 SSC400

 SN490 C

 BCP325

 SN400 A,B,C 

使用箇所種　　類 現場溶接 JIS規格・認定番号等

 有　

 有

 有

 有

 有  無

 無

 無

 無

 無

○使用箇所の詳細については別途図示とする。

 F10T(JIS B1186)　

 ボルト(JIS B1180)　

 アンカーボルト

 高力ボルト

 頭付スタッドボルト

ＭＭ  4.8(4T)　　

 大梁

 大梁

 シングル　 、

φ＝　　　Ｌ＝　　　mm　　　使用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　）

φ＝　　　Ｌ＝　　　mm　　　使用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　） 柱

 柱

 小梁

 小梁

 ダブル

 ダブル      　　Ｍ　　　　　Ｌ＝　　　mm　ナット（　　　　　　　　　　　　　　）

 SS400　　Ｍ２０　　　Ｌ＝４００mm　ナット（　　　　　　　　　　　　　　）

 M22、  M24)

 比重

 比重

 比重

２１

２４

２１ １８

１８２１

 普通

 普通

 普通

 普通、

 普通、

 普通、  軽量

 軽量

 軽量

押えコンクリート

土間コンクリート

捨てコンクリート

　　７．設備関係
 建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。

 建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。

 建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して

 構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。

 煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５ｃｍ以上とした鉄筋コンクリート造とすること。

 設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。

 エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。

 特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。

 床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管径の３倍以上かつ

 設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。

 ５cm以上を原則とする。

　　８．その他
 諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

 各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

 必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

構造設計特記仕様

S=     (A3版 50%縮小)

長期許容支持力度　  kN/㎡支持層－深さ GL－    m、

建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとする。

屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要

な部分に、支持構造部は、構造耐力上主要な部分に緊結すること。

煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は鉄製

の支枠を設けたものを除き、90cm以下とすること。

煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート造又

は厚さが25cm以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、

風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の損

傷防止のための措置を講ずること。

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生じるおそれがある場合においては、伸縮継手又は可とう継

手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の震動及

び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するものに

あっては、建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全な

ものとすること。

・建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

令第１２９条の２の４の事項

階 地上 ２ 階 塔屋　　　階２　棟

Ｘ方向ルート ）（－３ （ ）Ｙ方向ルート －３

 トルシア形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。

０１

（１）建築場所

 倉庫積載床用　　　N/㎡  受水槽　　　kN

 擁壁 門塀

 有　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 駐輪場

 無

 ホイスト　　　kN

 煙　突 広告塔

 リフト　　　kN

 キュービクル　　　　kN 高 架 水 槽　　　　kN

 エレベータ 11人乗（マシンルームレス　ロープ式　油圧式）

 S10T 認定番号(　　)　  F8T 認定番号(　　)  ( 　 M16、  M20、

 シングル　 、

型式      　厚

型式　　　　厚

H=　　　　　厚

　　　　　　厚  壁

 屋根

 床版

 床版

 床版

ALC　　　　　　　　(JIS A 5416) 

折　版

特殊デッキプレート (JIS G 3352)

デッキプレート　 　(JIS G 3352)

キーストンプレート (JIS G 3352)

 ロッキング

 スライド  ボルト止め
 床版

仕様・構法使用箇所型式　厚　その他材　　種

型式 EZ50 厚1.2

三芳町立第三保育所改築工事

１３－１４３

D10～D16

D19～D25

柱・梁・スラブ

柱・梁主筋

ダイアフラム

母屋

地下

保育所

 SM400A  スクリュ－パイルEAZET工法 認定第　　　号TACP-0354

平成23年12月 8日

（２）ボーリング標準貫入値、土質構成 Ｓ０６図参照

(　　　　　　　　) 有  無  載 荷 打ち込み(                             　　　　)　　　　　　本

設計支持力（kN）

この項別紙に示す

 STKR400

柱･梁･ブレース･G.PL

外部階段柱・柱つなぎ STK400

 SKK490

 SKK400

埼玉県入間郡三芳町大字竹間沢字北原566番１

GL-10,000以深の粘土混り砂礫層または礫混り中砂層(Ｎ≧30：設計平均Ｎ値=34)

 事項を除き、JASS 5(2009) による。

JIS K 5621、

 コンクリートと同様に、JASS 5(2009) による。

 施工　　JASS 5(2009) による。

基礎・基礎梁･1F床

デッキPL 上

２４

２１

２１

１８

１８ １８

JIS G 3350

JIS G 3101,3106,3136

JIS G 3466,3444

JIS G 3136

大臣認定取得品

平成26年7月9日
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鉄筋のフックは「柱頭の四隅の鉄

筋並びにはりのせいが小さく、

設計応力に対して必要な定着長

さが不足する箇所」に付ける

H:主筋の25dかつ
　2.5D以上又は
　計算上必要な長さ

柱、梁の定着　 以上が確保されない場合は

かご鉄筋で補強、または特記により補強する。
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Ｌ
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　は片面溶接10d
両面溶接5d以上

4d

図の　印の鉄筋の重ね継手の

　　　末端にはフックが必要

ａ．丸鋼 ｂ．あばら筋、帯筋 ｃ.煙突の鉄筋

ｅ.単純梁の下端筋

ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所

ｄ.柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）

ハンチを付けた場合（ａ≧３）

１．耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

　　但し上筋と下筋を読みかえる

４．埋戻し土のある場合は40を70とする

丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上

粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25以上

○柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一 ○柱幅と斜材幅が異なる ○柱幅で斜材となる

Ｌは50d以上かつ300mm以上とする

ロ Ｗ型（溶接型） ハ Ｓ型（スパイラル型）イ Ｈ型（タガ型）

　　　交互とする

注１．第１帯筋は、梁づらに入れる

　　　主筋の位置をさける

注２．Ｗ型で現場溶接をする場合は

注３．フックおよび継手の位置は、

２．1 の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

３．2 の鉄筋はＤ13以上

注２．１ の鉄筋は2-D13かつ、2本の一段太い鉄筋とする

配筋は同厚の壁リストにならう

１

注１．1.5Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし@100以下とする

＠…間隔

ｄ…異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径 Ｄ…部材の成 Ｒ…直径

ｒ…半径 Ｃ…中心線Ｌ ｈo…部材間の内法高さ

ＨＯＯＰ…帯筋 Ｓ．ＨＯＯＰ…補強帯筋 φ…直径又は丸鋼ＳＴ…あばら筋

折曲げ角度

鉄筋の余長

図

90°135°180°

4d以上 6d以上(*4d以上) 8d以上(*4d以上)

*片持スラブ上端筋の先端SD295～SD345のD19～D38は4d以上、D41およびSD390は5d以上。

図 鉄筋の径による区分鉄筋の種類
鉄筋の折り曲げ鉄筋の使用箇所

による呼称 内のり寸法（Ｒ）

19φ

Ｄ19 以上

Ｄ16 以下

4d以上

4d以上

Ｄ19～Ｄ25 6d以上

3d以上以下
16φ

Ｄ16SR235、SR295帯　　　　筋

SD295A・B　 あ ば ら　筋

スパイラル筋 SD345　　　 

上記以外の鉄筋

SD295A・B　　

SD345　　　　

SD390　　　　 8d以上Ｄ29～Ｄ41

鉄筋の種類

SR235

SD295A

SD295B

SD345

SD390

普通、軽量コン

クリートの設計

基準強度の範囲

18以下

18以下

27～36

27～36

25d フック

　　　付き

25d または

　　　付き

15d フック

小　梁 スラブ

150mmフック

10dかつ

150mm以上

下端筋（　 ）

35d または 25dフック付き

40d または 30dフック付き

35d または 25dフック付き

40d または 30dフック付き

一般（   ）

定 着 の 長 さ

重ね継手の長さ

特別の定着及び

（　 ）

　　　　梁主筋の柱への定着は 40d とする

　１．末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない

　２．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

　３．直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

　ガス圧接形状

重ね継手（下図のいずれかとする）

屋　外

屋　内

屋 根 ス ラ ブ
床　ス　ラ　ブ
非　耐　力　壁

屋　外

　 柱 　
は　　り
耐 力 壁

擁　　　　　　　壁

柱・はり・床スラブ・耐力壁

基　　礎　・　擁　　壁

屋　内 30

40

40

50

50

50

70

20

30

40

40

60

30（20）

土に接する
　 部分　 

部　　　　　　　位

土に接しない
　　部分　　

厚さが部分的に減少する箇所についても
(1)

(2)

(3)

(4)

(4)

（mm）（mm）

設計かぶり厚さ

［注］

40 （30）
(1)

　圧接継手

　場合、上向きとすることができる

　［注］SA級、A級継手を使用する場合の

　　　　継手位置は特記による。

　o…部材間の内法距離

折まげ角度90°はスラブ筋・壁筋
の末端部またはスラブと同時に打
ち込むＴ形およびＬ形梁のキャッ
プタイにのみ用いる。

折曲げ内法寸法Ｒは、SR235～SD345の径16およびD16以下は3d以上、

スラブ筋、壁筋には丸鋼は使用しない。

35d フック付き

45d フック付き

 35d フック付き

 45d フック付き

35d または 25dフック付き

40d または 30dフック付き

45d または 35dフック付き

40d または 30dフック付き

45d または 35dフック付き

　［注］許容応力度計算、許容応力度等計算、その他構造計算を要さない小規模建築物の場合は、

(１)耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承諾を受けて

(３)コンクリ－トの品質および施工方法に応じ、工事監理者の承認

(４)軽量コンクリ－トの場合は、10mm増しの値とする。

(５)(　)内は、仕上げがある場合。

(６)土に接する部分のかぶりは増加する厚さを打ち増しとする。

フック付

ベ－ス筋

　　主筋間隔の1.5倍かつ
　　300以下

　　主筋間隔は200以下

bの範囲

a＝　 ＋2dの範囲

フック無し

所定の位置に止まった場合 所定より低く止まった場合

Ｄ10－@150

補 強 筋

ＨＯＯＰ

杭　　径 400φ 450φ 500φ 600φ300φ、350φ

6－Ｄ13 8－Ｄ13 10－Ｄ13 8－Ｄ16 10－Ｄ16

Ｗ　の三角壁厚さは、200以上又は地中梁幅とし、

　（長期荷重が支配的な場合の継手は7.(2)大梁継手位置とする)

地中梁の主筋と頭付スタッド
による、おさまりに注意する

（Ｎ/m㎡）

21,24

21,24

21,24

30d または 20dフック付き

ひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶり、

最少かぶり厚さを確保する。

最少かぶり厚さ

　　30mmとすることができる。

　　を受けて40mmとすることができる。

　　40mmとすることができる。

(２)耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承諾を受けて

＊印筋はD10-@200とする

Ｈ＜300は＊印筋は不要とする

＊上端主筋の定着は、やむをえない

　４．D 29 以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない

　５．鉄筋径の差が 7 mmを超える場合は、圧接としてはならない

（下げ止まりの影響をあらかじめ
　設計上考慮されている場合に限る）

　　　＞φの場合は工事監理者の指示による

但し　≦φの場合

コンクリート止め板

3-D16

補強筋

基礎下端

コンクリート止め板

３

１

１

Ｃ Ｌ Ｃ Ｌ

斜め筋　3-Ｄ13以上

ＬＣ
捨フープ

スペーサー

ＨＯＯＰ筋の継手は片側溶接 

10d又は重ね継手40d

鉄筋のかぶりは

100以上とする

ＣＬ

 100

へりあき200以上

斫り部分

杭頭処理

丸　　鋼異形鉄筋

梁

柱

1
a

３

１

3
-
D
1
3

根巻形

HOOP　2-D13以上
フック付

30～50
B.PL下端

ベース下の施工を慎重にする

（基礎梁のある側）

HOOP
2-D13以上

地中梁上端筋

（基礎梁のない側）
埋込形

主筋

HOOP
2-D13以上

埋込み長さｈ
　鉄骨柱 2D 以上

（注１　計算によらない場合である）

のものを2本束ねる
＊一般のあばら筋と同様

30～50
主筋

B.PL下端

地中梁下端筋

割裂防止用Ｕ字筋

＊一般のあばら筋と同様のものを2本束ねる

｛
 

＊2-Ｄ

柱

｛2-Ｄ＊

Ｄ：1500を超える場合

圧接継手 補強かご鉄筋

柱頭補強かご鉄筋

重ね継手

主筋と同径

補強かご鉄筋

末端部の添巻は1.5巻以上
Ｌは中間部50ｄかつ300mm以上

とする

口　型

5d以上

10d以上

日　型

型

a＝1.5×（呼び名の数値）

6φ-@1000

6d

ｅ≦Ｄ/6

帯筋より1サイズ太く
又は同サイズ2本

6d

6d

継手の好ましい位置

150≧ｅ＞Ｄ/6

第１帯筋

第１帯筋

R R

Ｌ

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

　　３．杭

　　２．鉄筋加工、かぶり

　　１．一般事項

　　６．柱

　　５．地中梁

　　４．基　　礎
1.1d以上

θ°

2-D16以上

（５）鉄筋のあき

（６）鉄筋のフック（a～fに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）

＊修正箇所は下線を引くこと

（１）ＰＲＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う

（地震力等の水平力を考慮して、別途検討すること。）

（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

（２）記号

（１）鉄筋末端部の折曲げの形状

（２）鉄筋中間部の折曲げ形状　鉄筋の折曲げ角度90°以下

（３）鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

継　　　手

（２）杭基礎

（１）直接基礎

（４）かぶり厚さ（単位：mm）

（４）水平ハンチの場合のあばら筋加工要領

（２）現場打ちコンクリート杭

（３）べた基礎

（４）基礎接合部の補強

（１）独立基礎、杭基礎の場合（定着、継手）

（２）布基礎、べた基礎の場合（定着、継手）

（３）小規模鉄骨造柱脚固定の配筋

（５）絞り

（４）斜め柱・斜め梁

（３）帯　　筋

（１）柱主筋の継手 （２）柱主筋の定着

（６）二段筋の保持

内 端 部

内 端 部

外 端 部

外 端 部

（５）せいの高い梁のあばら筋加工要領図

　o/4l　o/2

l
l
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l
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　o/4l
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フラットバー@3,000
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l

l

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)
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鉄筋コンクリート構造配筋標準図(2)

D10-@200ダブル

D10-@150ダブル

D10-@200

D13

φ２φ１

補強筋

D10

あばら補強筋

補強筋
あばら補強筋

補強筋

巾止メ筋

望ましい範囲

D13

D13

受筋D10 イ

D13

イD13受筋D10

イ は壁配筋と同じ

2-D132-D13D13 D13

柱

Ｄ10@400程度

シーリング材使用

ｔはスリット長さの1/100以上とする。

柱

Ｄ10@400程度
シーリング材使用

2φ：スラータップ補強範囲

D10 @400
D10

D13

D13

D10 @400
D10 @600

D13

D13

D13

D10 @400

D13

D13

※

※

a及びa'≦200

肩筋D13以上
D13

Ａ

Ｃ

Ａ

Ｃ

ＣＡ

ＡＢ

Ｃ

バーサポート

出隅部

注　≧　とする。
出隅受け部

（出隅受け部配筋）

孔と孔のへりあき１００以上

D13

D13

D13

D10-@150

2-D16

D10-150@

D13-200@ダブル 2-D16

フック付

ＬＣ

一般床版配力筋

出
隅
部
分
の
補
強
筋

（出隅部分補強配筋）

注　≧　とする。
出隅部分の補強筋

D13

幅止め筋

腹筋

f

a b c d e
D10-@200

折曲D10-@200

D13

第１あばら筋は柱面より配筋する

×印は幅止め筋

つり上げ筋

しい位置

は継手の好ま

端部先端

平　面

あばら筋片
持
梁
筋
折
り
下
げ

を入れる

正　面

に必ず入れること。
補強あばら筋は、小梁主筋側

面

正

平　面

連続端

ＬＣ

小梁外端

斜めでもよい

下向きでもよい
斜めでもよい

一　般　階

最　上　階

　　   を示す
注：点線は下端筋の曲下げ定着

ことを原則とする
折曲げ起点は3/4Dを超える

ＬＣ (梁主筋を折り曲げるとき)
つりあげ筋

柱幅が大きい場合

注）ｈはコンクリ－トブロック段数調整寸法とする。但し、200≦ｈ≦400

幅止め筋

　縦筋　ST 2-Ｄ13 @50

縦　筋　ST 2-Ｄ13 @50

　縦筋　ST 2-Ｄ13 @50

縦　筋　ST 2-Ｄ13 @50縦　筋　ST 2-Ｄ13

但し φ≦Ｄ／３とする

梁端部（スパン  o/10以内かつ２Ｄ以内）は原則として避ける

ハッチ部分の面積Ａc㎡

　設計図による）
（但し、Ｈ＞８００以上の場合、

（ダメ穴打継面について）

（開口の径５００程度の場合）

　
は
下
端
筋
の
定
着

D
1
3
、
下
端
筋
は
D
1
0
を
設
け
る
)

(
つ
な
ぎ
部
の
中
間
に
上
端
筋
は

ｂ ※印の個所（入隅）は各階補強する

　径で　＝1,500とし、上端筋の下に配筋する
a 補強筋は各３－Ｄ１３又はスラブ主筋の同一

　　　両側床版付（Ｔ型）梁で c 又は b とすることができる。

c 片持梁の定着

設計時に使用する評価取得品については計算書を提出する事。

Ｌ=本構造配筋標準図(1)の2-(3)による。

　　筋を開口をさけて補強する。
　　によって切断される鉄筋と同じ鉄
　　は縦、横、斜補強筋とは別に開口
注）設備の小開口が連続してあく場合

梁成の大きい場合や

SRC造のあばら筋の納まり

に使用することができる。

（ロ）フックの位置は a にあっては交互、 b にあってはスラブ付側とする。

（イ）原則として a のフック先曲とする。片側床版付（Ｌ型）梁で b 、

Ｄ10(9φ)@300以内

4-Ｄ10(9φ)　2段

2-Ｄ10(9φ)　1段

1200≦Ｄ

900≦Ｄ＜1200

600≦Ｄ＜900

Ｄ＜600　不要

Ｄ10(9φ)@1000以内で割り付ける幅止め筋

腹　筋

つり上げ筋は、一般のあばら筋と同サイズを2本巻きとする

（SA級、A級継手を使用する場合の継手位置は特記による）

注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。

（設計図に記入のあるとき）

（使用する際には、設計者又は工事監理者と打合わせのこと）

　寸法によらなくて良い。
　された場合は左記の位置、
※部分について計算で確認

・aは100～200程度。

注）継手部は必ずモルタルを充填すること

下部防水立上りのある場合一般の場合

500≦Ａ＜1000

4-Ｄ16

1000≦Ａ＜1500

6-Ｄ163-Ｄ16

Ａ＜500

※柱と同径、同ピッチとする。

●印は補強筋

ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。

補強タテ筋

及び工事監理者と打合せのこと
増打するときは事前に設計者、

注）ｈo≦25ｔかつ3500以下とする。但し直交方向25ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く

（非耐力壁とスラブが取り合う場合）

●無筋部分D10-@200　長さ800以上

b 間仕切壁との交叉部

継手位置は原則として下表による。

　以上又は180°フック付とする
　超えて中間折曲げテール長150
　　 がとれる場合でも柱中心線を
※柱幅が大きくて、直線部だけで

b 柱に（平面図）a 梁に

c 床に

d 壁と壁（平面図）

部分スリット完全スリット

パラペット手摺

a 軽作業の土間

全断全断

b 一般床スラブ

a 片持床スラブ

b 小梁の定着

a 大梁

（注、床版がない場合は135°以上のフックとする）

斜　筋　4-(2-Ｄ13)

100＜φ≦150 150＜φ≦250

下
上
横　筋　2-(2-Ｄ13)

下
上
横　筋　2-(2-Ｄ13)

折　筋　2-(2-Ｄ13)折　筋　2-(2-Ｄ13)

80≦φ≦100

せのこと。
場合は設計者又は工事監理者と打合
貫通孔が連続して間隔等が取れない

定着長さのとり方
孔補強の有効範囲と

プレート型金網型パイプ型リング型

　以上）とする。
・補強筋は、梁主筋の１段落し径（Ｄ１６

　とする。
・あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ

・腹筋Ｄ10ピッチは、梁の腹筋と合せる。

・Ｄ≧400の場合は補強筋３本とする。

　増打コンクリ－ト補強と同様とする。
・梁下端増打コンクリ－トの場合も上端

・ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。

さ以上とする。
2-(4)被り厚さの表、最少被り厚
スリット部の鉄筋の被り厚さは

スラブに上端筋がない場合
スラブに上端筋がある場合

一本目を配置する。
縦筋は、柱面に

かつ7cm
Ｗ≦Ｄ/6、Ｗt/2

ダブル配筋シングル配筋

配置する。
梁、又は床面に一段目を
横筋の配置は上下端とも

Ａ　Ｃ

Ｂ

Ｂ短 辺 方 向

標準継手位置

短辺・長辺方向

長 辺 方 向

下端筋

上端筋

配置する。
同本数をハッチ部分に
補強筋として出隅部の
それぞれの方向に出隅
※出隅受け部補強筋は、

各2-Ｄ16

各1-Ｄ13

各2-Ｄ19

各2-Ｄ13各2-Ｄ13

各2-Ｄ13　　 Ｄ≦150

200＜Ｄ≦300

150＜Ｄ≦200

斜　め周　囲床板厚さＤ

●設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2×　 以上

１

３Ｌ

３
Ｌ

１ ２

L
3

１Ｌ

Ｄ/3

を
超
え
る

　
 
か
つ
中
心
線

150程度

Ｗ

1
0
0
以
下

ｈ
o

15d

10dかつ150以上

25d

※

1
8
0
°
曲
げ

25d

θ＝45°

B/2以上

２
Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

２

２Ｌ

　　８．床　　板

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）
　　７．大梁、小梁、片持梁

　　９．壁

　　１１．梁貫通孔補強

　　１０．柱、梁増打ちコンクリート補強

＊修正箇所は下線を引くこと

（１）定着 （１）定着および継手

（２）屋根スラブの補強

（３）片持スラブ出隅部補強

（２）大梁主筋の継手

（３）あばら筋、腹筋、幅止めの配置

（４）あばら筋の型

（５）幅止め筋の本数、加工

（６）土間コンクリート

（５）床板段差

（４）床板開口部の補強

（１）定着

（２）スリット部

（３）手摺、パラペット

（４）コンクリートブロック帳壁

（１）柱

（２）鉄筋標準配筋

（１）設置可能範囲

（２）梁
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登録（10）183

埼 玉 県 さ い た ま 市 中 央 区 上 落 合 １ 丁 目 ８ 番 １ ２ 号
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（一級建築士登録 59420）管理建築士　松下 充孝

株式
会社 松　下　設　計

三芳町立第三保育所改築工事
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（３）既製品

（４）公共建築工事標準仕様書抜粋

ウェブレン、ダイヤレン　等　日本建築センター評価取得品とする。

施工前に計算書を提出し、承認を得ること。

・孔の径は梁成の1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

・孔の上下方向の位置は梁成中心付近とし、梁中央部下端筋は梁下端より1/3Dの範囲に設けてはならない。

・孔は柱面から、原則として1.5D(Dは梁成)以上離す。但し、基礎梁及び壁付帯梁は除く。

・

・

孔が並列する場合の中心距離は、孔の径の平均値の３倍以上とする。

横筋および上下縦筋はあばら筋の形に配筋する。

・

・

補強筋は主筋の内側とする。

孔の径が梁成の1/10以下かつ150mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部をさけて配筋

（開口補強筋については計算により確認すること）

（孔径とは貫通孔管の外径を示す）

できる場合において補強筋を省略することができる。

D13

D13

D13

増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する
将来増築予定のコンクリート増打ち部分は、

50

5
0

50

50

5
0

　　１２．増築予定

（１）柱、梁 （２）地中梁 （３）床板、壁

≧
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１
Ｌ
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平成26年7月9日
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図 面 番 号

縮 尺

図面名

設計図
製 図

受託番号

設計部長 検 図 担 当

日付：

一級建築士事務所

登録（10）183

埼 玉 県 さ い た ま 市 中 央 区 上 落 合 １ 丁 目 ８ 番 １ ２ 号

Ｔ Ｅ Ｌ  048(840)4118(代 )Ｆ Ａ Ｘ  048(840)4103

（一級建築士登録 59420）管理建築士　松下 充孝

株式
会社 Ｓ

一級建築士登録 第186973号　構造設計一級建築士交付番号第6571号　末吉　稔

松　下　設　計

（a）鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る

（b）鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

（注）f：余盛　G：ルート間隔　R：フェース　S：脚長

ｔ≦16mm

t

s

7以下 8～10 11～13 14～16

6 7 10 12

　余盛は（1+0.1S）mm以下とする

・軸力が加わる場合のSは母材と同厚

・tはt1、t2の小なる方とする

・但し片面溶接の場合はS=ｔとする

（a）構造設計特記仕様による

　　但し、ベースプレートの厚さは除く

（b）適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40mm以下のものとする

（a）本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

（c）高張力鋼の歪み矯正は、冷間矯正とする

t/4≦f≦10mm

Ｔ形突合せ継手余盛

Ｋ形の場合

フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする●

●

プレート

8

7

6

削り面

9mm～16mmは1パス以上、19mm以上は2パス以上とする

溶接棒角度θは30°～40°とする

5

溶接姿勢

tmm

6≦t＜12

12≦t＜16

16≦t

MC NGC GC

θ θ

45° 45°

45°35°

35° 35°

6 6 6 6

6

G Gt1 t1L L

5 5

9 9

9 9

8

8

9

9 9

8

8

F.V

溶接技能者は施工する溶接に適応するJISZ3801（手溶接）又はJISZ3841（半自動溶接）

の溶接術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする

（イ）交流アーク溶接機 300A～500A （ニ）炭酸ガスアーク半自動溶接機

（ホ）溶接電流を測定する電流計

（ヘ）溶接棒乾燥器

立向　Ｖ 横向　Ｈ 上向　Ｏ下向　Ｆ

（イ）仮付位置

仮付不良 良 仮付不良 良

（ロ）完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

開先面

（a）平成12年建設省告示第1464号第二号イ、ロによる、溶接部の性能、溶着金属の性能を満足すること。

（b）高力ボルトの摩擦面の処理は黒皮などを座金外径２倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け

　　 等を用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した赤さび状態であること。但し、ショットブラスト、

　　 グリットブラストによる処理で表面荒さが、50μmRz以上である場合は、赤さびは発生しないままでよい。

（c）高力ボルトの締付けに使用する機器はよく整備された物を使用し、締付けの順序は部材が十分に密着す

　　 るよう注意して行う。

（ハ）サブマージアーク溶接機一式

仮付溶接

裏はつり側にする

1

4

（但し、t≧15mmの時4.0mmとする）

0＜f≦3.0mm t2/4≦a≦10mm

（平継手で板厚が異なる時）

0＜f≦3.0mm

(但し、t≧15mmの時4.0mmとする)

ガス抜き
φ＝２０

スカーラップ部分は
回し溶接する

4

４

内ダイアフラム

内ダイアフラムの場合は柱

※溶接記号番号を◯中に記入のこと

※

※

4

4

1

1

接しないこと

ｔ＞柱フランジのプレート厚

4

2 ※

2※

θ＝75°～105°

※

Ａ　－　Ａ　断面図
　（通しダイアフラムの場合）

YGA-50W、50P

YGA-50W、50P

JIS Z 3312

JIS Z 3315

パス間温度(℃)

350 以下

350以下

250以下

350以下

40 以下

40 以下

30 以下

40 以下

入熱(KJ/cm)

②※t>16mm場合の溶接は、③～⑤とする。

注)STKR、BCR、BCP材はJIS Z 3312、のみ使用可

２５以上かつ

平面詳細

⑦※はりフランジは、通しダイア
　フラムの厚み(t)の内部で
　溶接する事。

400N級鋼

490N級鋼

　　柱が途中で折れる場合●

フランジが柱のRに

　 「構造設計特記仕様 6.鉄骨工事(2)□認定または登録工場」のグレード別に

　  定められた適用範囲と溶接条件制限事項による

※※

11※※
4

4

※1

4

1※

44

4

A A

スカーラップ部分は
回し溶接する

1

4 4
4

1 ※

1

1 ※

1 ※

4

1 ※

7
7 1 ※

1 ※

4

4

1※

※1

1※

1 ※1 ※1 ※1 ※

※※
※

1 ※1 ※

※

1 ※1 ※

4

1※

1※

①※t>16mm場合の溶接は、③～⑤とする。

①※ t>16mm場合の溶接は、②又は③～⑤とする。

○※※ 印は設計者が記入すること。

※

※

（b）溶接技能者

（c）溶接機器

（d）溶接方法

（e）溶接姿勢

（f）組立溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う

（g）溶接施工

（ホ）裏はつり

裏当て金

θ

r スカラップ
r=30～35mm

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6mm、半自動溶接で9mm以上、巾は25mm以上を原則とする

但し、溶接性能が確認できれば監理者の承認を得て変更することができる

規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を励行し、部材に

確認マークを付ける

（イ）エンドタブ

35mm以上
かつ2t以上

Ⅰ）完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状のエンドタブを取り付ける

Ⅱ）エンドタブの材質は、母材と同質とする

Ⅲ）エンドタブの長さは、ＭＣ：35mm以上

　　ＮＧＣ、ＧＣ：40mm以上とし特記のない場合は、

　　グラインダー仕上げとする

　　溶接終了後、母材より10mm程度残し切断して、

Ⅳ）プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出し設計者、又は工事監理者の承認を得る

（ロ）裏当て金

コンクリートに埋め込まれる部材及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと一体とする設計仕様に

内ダイアフラム

エンドタブが交互に
当たらぬこと

AA

※ 7

※ 7

※7

※7

溶　接　材　料鋼材の種類

※

4

4

4

1※

※1

4

Ａ　－　Ａ　断面図

断面

断面

（c）社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法・精度及びその他の結果を添付する

（ロ）アークエアーガウジング機(直流)

アーク手溶接(ＭＣ)

セルフ(ノンガス)シールドアーク半自動溶接(ＮＧＣ)

ガスシールドアーク半自動溶接(ＧＣ)

アークエアーガウジング(ＡＡＧ)

組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

（ニ）ノンスカラップ工法

但し梁成がD=150mm未満の場合のスカラップはr=20mmとする

（単位mm）

2

Ｒ≦２

ｔ≦ｔ1

（使用箇所に注意）

t ｔ＞16mm

F.V溶接姿勢

ｔ/4≦f≦10mm

Ｇ＝O

（平継手　Ｔ形継手）

3 t

F.V

6＜ｔ＜19mm

溶接姿勢

t/4≦f≦10mm

t/4≦f≦10mm

の角のRに接しないこと

大梁が斜めの場合は
は溶接と添板の内側板
に注意のこと

　とすることが望ましい

なっている部分は、塗装をしない

（裏はつり後裏溶接） （裏はつり後裏溶接）

JIS Z 3315

※修正箇所は下線を引くこと

（ハ）スカラップ半径は30～35mmと10mmのダブルアールとする

（へ）現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部を傷めない様に養生を行う

G

　　及 梁成が異なる場合 内ダイアフラム

JIS Z 3312

平面詳細

①※t>16mm場合の溶接は、②・又は③～⑤とする。 ダイヤフラム厚は、接合する梁の最大厚の２サイズアップ以上とする。

ダイアフラムは、柱フランジ厚16mm未満の場合　SN490C　SN490B

〈柱材料：BCR295,BCP325を使用する場合〉

25以上

2
5
以
上

t θ

θφ

R≦２

f

θ＝45°

t

t1
G

LL

1
2.5

R≦2

G＝0～2

θ＝45°

G＝0～2

t

f

f

t1

a

t2

f

f

R≦2

θ=45°

2/3t

1/3t
t

θ＝60°

G=0～2

25mm以上
L

f

t1

t
R≦2

θ

G

r35

r
r10

1
5
0
以
下

80以
下

St1S

S

t2

t

t

D1D1

f f

t1

θ＝60° θ＝60°

t

f

f

G=0～2（裏はつり後裏溶接）

θ＝45°

R≦2

1
0
0
以
上

t

鉄骨構造標準図(1)

０４

鉄 骨 構 造 標 準 図 （１）
　　１．一般事項 　　２．溶接規準図

　　　　　　　　柱フランジ厚16mm以上の場合　SN490C　を使用する。

●　BOX型

（１）隅肉溶接

（２）部分溶け込み溶接

（３）完全溶込み溶接

フレアー溶接

●　　、　、　型

●　鋼材種別による溶接条件

●　B.H方式

（５）塗　装

（４）溶接接合

（３）高力ボルト接合

（２）工作一般

（１）材料及び検査

θ：開先角度
Ｇ：ルート間隔

Ｇ

（４）

25mm以上

t

S

B

25

22

19

16

13

9

φ S

47

8 4.5

59

10

11

12 8

7

6

寸法（mm）

B

MC  NGC GC

F.V溶接姿勢

19＜t

12≦ｔ≦19

6＜ｔ＜12

t mm θ G

6

9

9 9

9

6

t1 L

5

5

8

θ

6

6

9 9

9

6

t1 L

5

5

8

45°

35°

45°

35°

35°

45°

溶接姿勢

t

F.V

6<t≦19mm

ｔ≧19mm

F.V溶接姿勢

t

19＜t

12＜t≦19

4＜t≦12

t≦4

4

3

2

1

余盛の高さmmのど厚t mm

JIS Z 3212、3214

JIS Z 3211、3212、3214

YGW-11、15

YGW-18、19

YGW-11、15

YGW-18、19

S=     (A3版 50%縮小)

三芳町立第三保育所改築工事

１３－１４３ 平成26年7月9日
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S=     (A3版 50%縮小)

鉄骨構造標準図(2)

０５

d 1
d
1

R
e1

R

t

R

e1

t

※修正箇所は下線を引くこと

φ1 φ2

D

d

T

L

アンカー
ボルト径
　（ｄ）

ee ee P10

e

10

P

ee

e
e

ee
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P
P

e e

e
e

ee

ee

ee

P
P
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P P

(90) (90)

D≦150 D≦300

S

S

長さ

長さ

e3 P

≒
@6
00

e

600以下

φφ

2φ
'

φ
'

φ
'

φ
'D

φD

2φ 1010

10 10

e3

Ft Ft 

Ft Ft 

B 1
1

1 1

2
1 1 1

1 2

 1 　  2 　

 2  2

（
　
）
内
は
ボ
ル
ト
を
示
す

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
・
ボ
ル
ト

(1) (2)

28

34

38

44

28

34

38

44

40

50

55

60

22

18

24

26M24

M22

M20

M16

M16

M24

M22

M20

M27

M30

M34以上

21(16.5)

25(20.5)

27(22.5)

32

35

49

54

9d/5

ボルト
穴　径

最小縁端距離　（e）

呼び径＋５

呼び径 d

29(24.5)

〔注〕（１）引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

　　　（２）せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

　　　（３）圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

(3)

22

26

28

22

26

28

32

32

36

40

最小 標準

40

45

40

50

55

60

60

60

60

70

(40)

(40)

(40)

(45)

(40)

(50)

(55)

(60)

(60)

(60)

(60)

(70)

ピッチ　（P）

(2)(3)の標準

40

40

ボルト穴径・最小縁端距離　(mm)

4d/3

〈TYPE-1〉

タイプ符　号 部　材 PL-(1) PL-(2) N-径

1 1

N

PL-(1)

N

〈TYPE-2〉 〈TYPE-3〉

1

1
PL-(1)

N(片側)

PL-(2)

(両面)

H-100x50及びH-150x75の場合
PL-(1)

〔注〕端部をBHとする場合の部材は設計図による

PL-(1)
PL-(1)

PL-(2)
PL-(2)

符　号

リブプレート

r>8t以上 ハンチ起点は避けた方がよい

ハンチ勾配は普通1:4程度であるが構造図による

r:半径　t:板厚

Ft1-Ft2

Wt1-Wt2
≧1mm フィラプレート併用の事

〔注〕(1)e1,e2が確保されていれば形状は自由でよい

　　　(2)羽子板とガセットプレートの場合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断(支圧)接合とする

ウェブフランジ

PL-(1)PL-(2) PL-(1)
符　号 部　　　材

注〕現場溶接は原則として超音波探傷試験を100%行う

外
P
L
-
(
1
)
　
内
P
L
-
(
2
)

PL-(2)

PL-(1)

PL-(3) PL-(2)
PL-(3)

PL-(1)

Aタイプ使用は
柱 D=250mm以下とする

Aタイプ

P
L
-
(
3
)

P
L
-
(
3
)P
L
-
(
1
)

P
L
-
(
2
)

P
L
-
(
1
)

60

70

150

175

外
P
L
-
(
1
)
　
内
P
L
-
(
2
)

外
P
L
-
(
1
)
　
内
P
L
-
(
2
)

80

100

140

170

200

250

300

350

400

エレクションピース

4

1

4 4

1

Bタイプ Cタイプ

110

符　　号 PL-(1) N - 径部　　　　　材

(b)形鋼ブレース

N

d

d

羽子板ボルト 形鋼ブレース

1

1

FB-65x9　中ボルトM16

8

8

梁との溶接およびコネクター

(床剛性を考慮する合成床，合成梁のときは構造図参照)

PL-(1)

梁上通しの場合

梁上切断の場合

既製品面戸（鉄板） 折曲加工

あて板（非金属）

50-4001

あて板（鉄板）

PL-1.6

50-200

50-400

50-400

1

1

1

1

1

6

PL-50x6

50-400

PL-1.6

50-4001

1

PL-3.2

スラブ端部の補足材 補足受材

50-200

プレート補強の板厚

スリープ径

φ≦ D/4

φ≦ D/3

φ≦ 0.15D

φ≦ 0.4D

補　強　板

補強板不要

Web板厚以上（片面）

Web板厚以上（両面）

Web板厚x1.2倍以上（片面）

1

1

リブプレート補強パイプ補強（小径の場合）

1 1

プレート補強（片面又は両面）

1
1

・計算で確認された場合は下図の位置，寸法及び補強方法によらなくて良い

・φ≦ 0.4D

・φ'は補強板の穴径を示す

(φ1＋φ2)ｘ3/2以上

二重ナット
等の戻り

止め

座金

アンカーボルト
(定着長さ≧20d
 かぎ状に折曲げる
 等の措置)

アンカーボルトが柱の中心
に対し均等に配置

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
孔
径

≦
ｄ
＋
５
ｍ
ｍ

縁端距離(ボルト孔
の径に応じ、表に
示す数値以上)

アンカーボルト断面積の
総和≧柱断面積x0.2

柱幅　　　　　
(DとHのいずれか
　　大きなほう)

立上り主筋
(4本以上、頂部の
折り曲げ等の措置、
表に定める定着長さ)

帯筋(令77条
　　を準用)

根
巻
き
部
分
の
高
さ

(
≧
柱
幅
ｘ
2
.
5
)

コンクリート
のかぶり厚さ
(柱幅以上)

基礎梁主筋

U字形補強筋

基礎梁主筋

基礎梁主筋
U字形
補強筋

柱
の
埋
込
み
部
の
深
さ

(
＞
柱
幅
ｘ
2
.
0
)

呼び名
mm mm mm mm

13.0 22.0

12.7 25.4

16.0

31.715.8

34.922.2

80, 100, 130

100, 130, 150

80, 100, 130, 150

50, 80, 100, 130

29.0

10.0

19.0

31.719.0

22.0 35.0

32.0

9.5

10.0

9.5

10.0

7.9

7.9

10.0
φ13mm

φ16mm

φ19mm

φ22mm

ス　タ　ッ　ド　材
形　　状

軸径 d 頭径 D 頭高さ T 溶接後の長さ L

スタッド材の標準形状・寸法

注)許容応力度計算を行わなかった場合の構造形式

(JIS B 1198)

露出形式柱脚 根巻き形式柱脚 埋込み形式柱脚

H

D

1

1

1

貫通孔の間隔

アークスポット溶接
16φ＝@200

ベース

  ≧１.３ｄ

パイプとプレート補強(片面)

　 2

B ≦250 B B 

N N 

B ＝300 B ＝350(400)

N -径 N -径

受梁へのかかり寸法及端部処理

・梁端部（内法スパン oの1/10以内かつ、2D以内）は避ける

N N 

e≧35mm

(JIS規格品とする・・・JIS A 5540…1982/5541・5542…2003)

ウェブフランジ

PL-(1)PL-(2)

N2(片側)

PL-(3)
部　　　材

PL-(3)

フランジ及ウエブ厚の差のある場合

(a)羽子板ボルト

21.9920.3318.3316.3314.6512.65最　　　大 10.81

21.7720.1118.1116.1114.4612.4610.64最　　　小

S 175165150140125115100

R 21.523.521.521.5

e1 50555050454035

e2 38383434282822

t 9999664.5

e2 37.537.532.532.5

t 9999664.5

e3 70736666595247

85857560555040

JIS B 1186 2種高力ボルト(F10T)

M12 M16 M16 M20 M20 M22 M20

1 1 1 1 1 1 2

取付ボルト

種　　　類

ねじの呼び

本　　　数

13.0 17.0 17.0

19.0 25.025.0

M12 M14 M16 M18 M20 M22 M24

は　し　あ　き（最小）　

取付けボルト穴径
許容差＋0.  －0.5mm

調整ねじの長さ

へりあき
（最小）

へりあき
（最小）

板　　厚

板　　厚

(2)

(1)

(1)

ボルト端から取付ボルト
穴芯のあき(最小)

溶接長さ（最小）

(2)

軸径　d1

ねじの呼び（d）

Wt Wt　 2　 1

　 1

　 1

　 2

N -径 N -径

切板製

平鋼製

　　３．継手基準図，その他

（１）高力ボルト、ボルト、アンカーボルトのピッチ(P)

（２）ピン接合梁継手リスト

（５）柱継手リスト

(SCSS-H97による)（３）剛接合梁継手リスト

（４）ハンチ部の継手

（６）鉄筋ブレース

（７）デッキプレート

（10）梁貫通補強

（９）頭付きスタッド

（８）柱脚

e
ee

N1(片側)PL-(1)

PL-(2)

PL-(3)

35以上

e
e

e
e
P

P
1
0L

e
e

e
e
P

P
1
0L

eP Peee

4
5

4
5
〃

4
5

4
5
〃

e
e

e
e1
0L

40 15040

1N 

B B 2 2

1B B 1

B 2B 2

P
P

P
P

1
0

e
e

e
eL

70 140 70

P
P

P
P

1
0

e
e

e
eL

B B 2 2

35以上

4

L-50x50x6　@≦600

300以下

e

Ｌ形鋼
50

PL-50x6

3050

eeee

e

水平ブレース

e e

　30゜

1
5

PL-6

e2

e
2

 プレート厚

鉄 骨 構 造 標 準 図 （２）

一級建築士事務所
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S=     (A3版 50%縮小)

ボーリング柱状図

０６

BM = KBM + 0.16m = 設計GL

杭頭位置

杭先端位置

▽GL-1.96m

▽GL-11.96m

1
0
.
0
0
m

杭頭位置

杭先端位置

▽GL-1.96m

▽GL-11.96m

1
0
.
0
0
m

杭頭位置

杭先端位置
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▽GL-11.96m

1
0
.
0
0
m
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受託番号 日付：

設計図

図面名

縮 尺
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径、長さ、ピッチは構造図による。梁とデッキとの接合はアークスポット溶

EZ75

EZ50

SEﾒﾝﾄﾞ

ＥＺ５０

SEｸﾛｰｻﾞｰSEﾊﾝｶﾞｰ

SEｽﾍﾟｰｻｰ

SEF

幅調整板

75

接合位置は特記による。構造認定を受けた発射打込みびょうを使用すること。

□　９５　　　　　　　□　１００　　　　　□　［　　　　　　　　　　］

□　頭付きスタット゛

板厚　（ｍｍ）

表面処理

種類

デッキ山上厚さ　（ｍｍ）

溶接金網　（ＪＩＳ　Ｇ３５５１）

種　類 注　　　　　記

デッキプレート

コンクリート

溶接金網または

スーパーＥデッキ用システム部品

デッキプレート端部仕様

梁との接合形式

異形鉄筋

接等による。（焼抜き栓溶接は不要）

600

600

50

EZ50

ｽｰﾊｰE

設計基準強度　（Ｎ／ｍｍ　）

１．　　　設　　　　計

デッキプレート形状・寸法 システム部品

□　びょう打ち

２．　　耐　火　設　計

３．　　　施　　　　工

コンクリ－ト打設

（ｄ）異形鉄筋の継手はＪＡＳＳ５による。

（ａ）規定のサイズを床全面に配筋する。

溶接金網又は異形鉄筋

小口ふさぎ・コンクリ－ト止め

（ｂ）コンクリ－トの強度がでるまでは、床面に重量物を置いたり振動を与

（ａ）コンクリートの初期乾燥収縮を防ぐ為、湿潤養生する。

（ｂ）単位水量の少ない、スランプの小さいコンクリ－トを入念に打設する。

（ａ）コンクリ－ト打設前にデッキプレ－ト面を充分清掃する。

（ｃ）溶接金網の継手は（１メッシュ＋５０ｍｍ）以上重ねる。（図６）

（ｂ）かぶり厚さを確保するスペ－サ－を１ｍ以内に設置する。

小口ふさぎはデッキプレ－トの溝をふさがない独立したものを使用する。

開口部まわりは必ず鉄筋等で補強する。（５．開口部補強を参照。）

養　生9

5

8

7

開口部補強6

（図６）

５０ｍｍ以上

のうち大きい値以上

溶接金網又は異形鉄筋

（図５）

30

（図５）

ｽｰﾊﾟｰE

（図４）

ＳＥスヘ゜ーサー等

EZ50

敷込み・仮止め

（ｂ）梁上を清掃し、所定の位置に墨出しをする。

搬入・保管・揚重・仮置・墨出し

（ｂ）頭付きスタッドの施工は　ＪＡＳＳ６　による。

デッキプレートと梁との接合

工法・工程・割付け計画をたてる。（図１）

（ｅ）焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）の溶接条件及び溶接機器仕様

（ｂ）幅方向の調整は、幅調整板（フラッシング）を用いる。

（ａ）デッキ相互をカン合させながら敷込む。

（ａ）揚重は２点吊りとし、デッキプレ－トをワイ

（ｃ）デッキプレートと大梁との接合ができるように、デッキプレート山部が梁上にこないように納める。（図２）

（ａ）敷込み完了後風等で飛ばないように、デッキと梁とをア－クスポット溶接等で接合する。

（ｃ）焼抜き栓溶接の施工位置は特記による。特に指定がない場合には、図３の要領で行う。

（ｄ）発射打込みびょうの施工は発射打込みびょうメーカーの施工要領による。施工位置は特記による。

（図３）

4

3

2

割付け計画1

ﾋﾟｯﾁ
焼抜き栓溶接又は

発射打込みびょう

※構造認定を受けた発射打込みびょうメーカー：日本ヒルティ（株），日本パワーファスニング（株）

大梁

デッキ山部

ヤで傷つけないようにする。

（図４）　又は、エンドクロ－ズ製品を用いる。

えたりしない。

４－２．　　　標準納まり：Ｓ造（鉄骨造）の場合

（１５０ｍｍ以上）

２００ｍｍ以上

寸法はφ６－１５０ｘ１５０を示す

横筋

又（　）内寸法はφ６－１００ｘ１００を示す

重ね代寸法（溶接金網の横筋間の寸法）

30mm

溶接金網

＜溶接金網＞

コンクリート

異形鉄筋　Ｄ１０＠２００以下

スーパーＥデッキ

30mm

スーパーＥデッキ

＜異形鉄筋＞

重ね代４５ｄ以上

30mm
梁へ定着：１５０ｍｍ以上

又はＳＲＣ梁

ＲＣ梁

エンクロデッキの

１５０ｍｍ以上

＜デッキプレートスパン方向＞

異形鉄筋

梁にのみ込み：３０ｍｍ

耐火補強筋　Ｄ１３

スーパーＥデッキ

溶接金網又は

30mm

30

普通コンクリート

プレート

デッキ

梁型枠

小口ふさぎ
釘打

ロ）開口部がデッキプ

注：合成スラブの補強として、開口補強（ｃ；Ｄ１０）は行う。

　　かからない場合は補強の必要はない。

イ）開口部がデッキプレートの上フランジ又は下フランジにあり、ウェブに

１．φ１１０ｍｍ程度で開口が独立している場合

（Ｂ）コンクリート打設前にデッキプレートを切断し、孔あけする場合

ｃ ｃ かかる場合は、プ

レートあるいは山

レートのウェブに

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

溶接金網又は異形鉄筋

スーパーＥデッキ

※スペーサー：

梁耐火被覆

耐火補強筋

５０ｍｍ以上D13

又は頭付きスタッド

１５０ｍｍ以上

※配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による

耐火補強筋

D13 ５０ｍｍ以上

壁
又は頭付きスタッド

１５０ｍｍ以上

耐火補強筋：Ｄ１３

（デッキ各溝）

40

30

溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート

（３）建物外周部デッキ幅方向

コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋

又は頭付きスタッド

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

コンクリート

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

（１０）耐火補強筋の納まり（ＦＰ１２０ＦＬ－９１１４，ＦＰ０６０ＦＬ－９１０２）

梁耐火被覆

溶接金網又は

小口ふさぎ

デッキ受材

（８）デッキスパン方向梁継手部

コンクリート

（５）デッキ幅方向デッキ連続

コンクリート

（９）デッキ幅方向梁継手部

コンクリート

溶接金網又は

ＦＢ６５ｘ６等

梁耐火被覆

現場切断

（幅調整板）

ａ－ａ断面図

ＦＢ６５ｘ６等

テ゛ッキ受材

デッキ受材

ＦＢ６５×６等

（デッキ）

現場切断

柱

溶接金網又は

異形鉄筋

コンクリート

発射打込みびょう

（６）デッキ幅方向デッキ振り分け

溶接金網又は

幅調整板

２００ｍｍ以下
焼抜き栓溶接、

梁耐火被覆

ａ

（７）柱廻り

又は頭付きスタッド

溶接金網又は

スーパー

梁耐火被覆

（４）デッキスパン方向（建物内部の大梁，小梁上）

溶接金網又

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

焼抜き栓溶接、

梁耐火被覆

５０ｍｍ以上

コンクリート

小口ふさぎ

50mm

（１）建物外周部デッキスパン方向

壁

コンクリート

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

又は頭付きスタッド

小口ふさぎ

梁耐火被覆

（２）建物外周部デッキスパン方向

溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート

壁 壁

梁耐火被覆

デッキ

柱止りデッキ

デッキ受材

ａ

柱

梁

梁耐火被覆

梁耐火被覆

又は頭付きスタッド

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

異形鉄筋

以上

切欠き

異形鉄筋

異形鉄筋

異形鉄筋

異形鉄筋

溶接金網又は

ピッチ１．０ｍ以下

mm

mm

場合の納まり

mm

30

40

耐火補強筋

＜デッキプレート幅方向＞

ＲＣ梁　又は　ＳＲＣ梁

１０ｍｍ以上

スーパーＥデッキ

溶接金網又は異形鉄筋

普通コンクリート

１３（デッキ各溝）

mm

mm

５．　　　　開　　口　　部　　補　　強　（例）

3

D22 or 2-D16

・定着長さ；開口端より４０Ｄ以上

・記号　ａ；耐力補強筋（上下端共）

　　　　ｂ；開口補強（配力筋）、Ｄ１３以上

　　　　ｃ；開口補強、Ｄ１０以上

M

ｆｔ・ｊ

・耐力補強筋の所要断面積；

　　増加曲げモーメント

　　　　ｄ；耐火補強筋、Ｄ１３以上

Ｍ；開口によって生じる隣接スラブの

W

ｂ

Ｌ

≧４０Ｄ

ａｃ

ａｔ＝

ｃ

ｂ

≧４０Ｄ

ａ

ｃ

ａ）溝配筋方法

・かぶり　；３０ｍｍ以上

≧４０Ｄ

ａ

　　・所要配筋量は、ａｔ　又は　ａｄ　の大きい方。

耐火補強筋

ａｔ又はａｄの大きい方

ａ；かぶり３０ｍｍ以上

ｄ

ｂ

開口（Ｗ）

ｃ
ａ

ａ

ｃ ｂ

　　・耐火補強筋　ｄ；

ｂ）耐火補強筋を切断する場合

ｎ　：　切断された耐火補強筋の本数

ａｄ　：　所要鉄筋サイズ

n

ａｄ

1

D16

2

D19

ｄ

ｄ）連続して３谷（デッキ溝）以上に渡って開口が生じ、耐力補強筋が配筋できないような場合は適用外とする。

ｃ）開口の大きさが幅（ｗ）６００ｍｍ、奥行き（Ｌ）９００ｍｍ程度を越える場合は、小梁を設けて補強する。尚、この場合連続支持条件などの通

則的耐火指定による条件に留意する。（Ｗ　はデッキ幅方向を、Ｌ　はデッキスパン方向を示すものとする。）

を切断

１．開口が独立している場合

Ｗ≦６００ｍｍ

ａ；Ｗ，Ｌ≦３００の場合はＤ１６

ｃ；Ｄ１０（上端）

ｃ

ａ）φ１５０ｍｍ程度

ｃ

ｃ

ｃ

（Ａ）箱抜きの場合

ｃ；Ｄ１０（上端）

ロ）開口間の内法寸法≦３×開口径

ｂ；Ｄ１３（上端）、ｃ；Ｄ１０（上端）

ａ；Ｄ１３（上・下端）

ｃｃ ｃ

ａ ａ

ｃ

b
b

b

ａ

b

ｃ

イ）開口間の内法寸法≧３×開口径

ａ）φ１５０ｍｍ程度

ｃ ｃ

２．開口が連続している場合

ｂ）開口群

ｃ

b

ｃ

ｃ

ａ

ｃ ｃ

Ｌ≦

ｃ

ａ

６．　　　ひび割れ拡大防止のための留意点（参考）

４－１．　　　溶接金網又は異形鉄筋の納り（共通）

溶接金網又は溶接金網又は

鉄骨梁
50 30

30

40

150

コンクリート

耐火補強筋

スパン

ｺﾝｸﾘｰﾄ

＜ＦＰ１２０ＦＬ－９１１４又はＦＰ０６０ＦＬ－９１０２（単純支持）耐火補強筋タイプ＞

40

150

＜ＦＰ１２０ＦＬ－９１０８又はＦＰ０６０ＦＬ－９０９６（連続支持）＞

鉄骨梁
50

30

耐火補強筋

スパン

溶接金網又は

（普通・軽量）

ｺﾝｸﾘｰﾄ

50 30

150

鉄骨梁

＊梁の耐火被覆は、

150

鉄骨梁

スパン

　　必要に応じて行う。

＊梁の耐火被覆は、

鉄骨梁

50

支持条件
許容スハ゜ン

(m)

許容荷重

(kN/m )

コンクリート ひび割れ

拡大防止筋

普通９５以上

軽量８５以上

普通９０以上

軽量８５以上

普通９５以上

軽量９０以上

普通９５以上

軽量８５以上

普通９０以上

軽量８５以上

普通８０以上

軽量８０以上

普通８０以上

軽量８０以上

３．６　以下 4.4 普通９０以上

普通８０以上

軽量８０以上

普通８０以上

軽量８０以上

＜式１＞

＜式２＞

※注意

認定条件

　（注）　式中の「Ｗ」は許容荷重（ｋＮ／ｍ

　　　　　また，Ｗが９．８を超える場合は９．８とする。

□　床２時間

FP060FL

EZ50

単純支持

２．７　以下 ＜式１＞

EZ75３．４　以下 ＜式２＞

FP060FL

EZ50

連続支持

３．４　以下 ＜式２＞

３．０　以下

EZ75

３．４　以下

FP120FL

EZ50

単純支持

２．７　以下 ＜式１＞

EZ75

２．７　以下

１００×１００

または

２００×２００３．４　以下

＜式１＞ EZ50

EZ75

耐火区分

FP120FL
連続支持

使用条件 断面仕様

5.4３．６　以下

＜式２＞

認定番号

2 厚さ（ｍｍ）

-9108

-9114

-9096

-9102

φ６－

D10-

２００×２００

D10-

１００×１００

または

２００×２００

D10-

φ６－

D10-

２００×２００

または

φ６－

１５０×１５０

D10-

２００×２００

または

１５０×１５０

φ６－

○

（普通・軽量）

D13 異形鉄筋

必要に応じて行う。

普通・軽量）

D13 異形鉄筋

異形鉄筋

それ以外はＤ２２

＊１　許容スパンは，鉄骨梁で支持する場合はその芯間距離とし，ＲＣ梁で支持する場合は梁の内法寸法とすること。本表の許容スパンは耐火認定の条件

は異形鉄筋

焼抜き栓溶接、

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート

５０ｍｍ以上
梁耐火被覆

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

焼抜き栓溶接、

900mm
ｂ）□３００程度

ｃ）□６００×９００程度

２，ｂ）開口部と同様の補強案とする。

ｂ；Ｄ１３（上端）

ｃ；Ｄ１０（上端）

175 125

180 120

Ｅデッキ Ｅデッキ

スーパー Ｅデッキ

スーパー

スーパー

Ｅデッキ

スーパー

Ｅデッキ

スーパー

Ｅデッキ

スーパー

Ｅデッキ

スーパー

Ｅデッキ

Ｅデッキ

スーパー

Ｅデッキ

スーパー

（接合部で幅調整をしてはならない。）

★先に孔をあける場合は、支保工を用いるか小梁でコンクリート打設時に必ずデッキを補強する。

★本仕様の範囲外の場合は、イ）小梁を設ける、ロ）鉄筋コンクリートスラブとして補強する等の処置を施す。

★合成スラブ開口周辺の上端には開口補強（Ｄ１０以上）を施す。

★原則としてコンクリート硬化後にデッキプレートを切断し、孔あけ（箱抜き）とする。合成スラブの開口部補強

ｃ；Ｄ１０（上端）

ａ；Ｄ１６（上・下端）

ｂ；Ｄ１３（上端）

b

ｃ；Ｄ１０（上端）

ａ；Ｄ２２（上・下端）

ｂ；Ｄ１３（上端）

b

ｃ

b

ａ

ｃ

ａ

b

ａ

ｃ ｃ

ａ

形鋼による補強を

行う。

（イ，ロ共通）

＜式２＞

＜式１＞

２００×２００

１００×１００

または

D10-

φ６－

125 175

115 185

-

-○

-○

-○

-○

-○

○○

-○

○○

-○

-○

-○

-○

-○

-○

○○

-○

○○

-○

はり構造

Ｓ造
ＲＣ造

ＳＲＣ造

　　であるので，別途施工時の許容スパンを確認すること。

＊３　鉄筋比は，０．２％以上としなければならないので，同時打ちでスラブ増打ちをする場合は注意すること。

＊２　許容荷重は，スラブ自重（デッキプレート＋コンクリート＋鉄筋）を差引いた数値である。

＊５　スパンが３．４ｍを超える場合は，梁との接合を頭付きスタッド（径１６ｍｍ以上，ピッチ３００ｍｍ以下）を使用すること。

＊６　耐火補強筋（Ｄ１３）をデッキプレートの各溝中央にかぶり４０ｍｍで配すること。

　　ただし，耐火補強筋（＊６　参照）を用いる場合は端部補強筋は不要。

＊４　デッキプレートの梁へののみ込み代を３０ｍｍ以上とすること。端部補強（Ｄ１３以上，Ｌ＝１ｍ）を梁への定着長さ１５０ｍｍで配しすること。

＊７　この耐火条件に適合しない場合は，ＦＰ０６０ＦＬ－９１２８あるいはＦＰ１２０ＦＬ－９１２９（吹付けロックウール被覆耐火構造）を適用すること。

Ｐ　＝　ＭＩＮ　（　６００　，　Ｐ１　）

Ｐ１　＝　ｑ　／　Ｑｍ　×　１０００

（特記）［　　　　］ｍｍ、下式による。

ｑ：１個所当りの短期せん断耐力

Ｑｍ：１ｍ当りの設計水平せん断力

溶接ピッチ（Ｐ）：特記無き限り６００ｍｍ以下とする。

（単位：Ｎ）

1.2mm

4,000打込みびょう

デッキ板厚

5,300

1.6mm

（ｆ）焼抜き栓溶接１個所当り短期せん断耐力

7,350

1.2mmデッキ板厚

SPW

1.6mm

11,025

（単位：Ｎ）

溶接作業者資格

溶接棒及び溶接材料

溶　接　機

デッキ板厚（ｍｍ）

梁フランジ板厚（ｍｍ）

溶接　電流（Ａ）

溶接　電圧（Ｖ）

アークタイム（ｓｅｃ）

溶接径（ｍｍ）

接

件

条

準

溶

標

又はエンジン溶接機２３０Ａ以上

１８　以上

８～１２

６　以上

１９０～２３０

１．２～１．６

交流アーク溶接機ＡＷ２５０Ａ以上

ＪＩＳ　Ｚ　３８０１基本級以上又は

低水素系溶接棒φ４ｍｍ

ＪＩＳ　Ｚ　３８４１基本級以上

*1 *2 *4*3

*5

*6

*6

*5

重ね代　１５０ｍｍまたは１メッシュ＋５０ｍｍ

（ｇ）発射打込みびょう１個所当り短期せん断耐力

・大梁上の補強（例）

５．早期に載荷したり、振動を与えない。

４．コンクリート打設後初期には湿潤養生を行い、充分な養生期間を設ける。

３．水セメント比の小さいコンクリートを用いる。

２．溶接金網は、所定の位置に配する。

１．デッキプレートは各溝で梁に接合する。

（Ｂ）施工上の留意点

３．スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。

２．ひびわれ拡大防止のため補強筋を設ける。（右図）

１．小梁の剛性を大きくする。

（Ａ）設計上の留意点

ひび割れ

４００ｍｍ以上

４００ｍｍ以上

例）補強筋　Ｄ１０＠２００

デッキプレート

以下のひび割れ拡大防止の対策は、必要に応じて行なって下さい。

デッキプレート幅方向 デッキプレートスパン方向　溶接ピッチ（Ｐ）

溶接方法項目

※　左右のスパン比は原則均等とするが、最大３：２までとする。

□　耐火要求なし

※スペーサーの取り扱いはしておりません。

各メーカーへ問合せしてください。

梁耐火被覆

スパン

（図１）コンクリート打設時支持スパンのとり方

※Ｓ造の場合、耐火認定上のスパンは梁芯間距離とする。

（図２）

□　Ｄ１０－２００　　□　［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］異形鉄筋（ＪＩＳ　Ｇ３１１２，３１１７）

2

2

），「Ｌ」は支持長さ（ｍ）を表す。

Ｗ　＝　５．４×（３．４／Ｌ）

Ｗ　＝　５．４×（２．７／Ｌ）
2

2

スーハ゜ーＥテ゛ッキ
合成デッキ

スパン

鉄筋コンクリート梁（鉄骨鉄筋コンクリート梁）

合成デッキ
スーハ゜ーＥテ゛ッキ

品名

品名

スーパーＥデッキ
デッキ合成スラブ

設計・施工標準仕様書
ＥＺ５０，ＥＺ７５

接合部２個所

（小梁） 各谷１箇所

（大梁）接合部２個所 中間１個所

特記は括弧内に記す。

［　］個所［　］個所

タイプ

A

合成スラブの設計・施工は（社）日本鉄鋼連盟編「デッキプレ－ト床構造設計・施工規準－２００４」

（社）日本建築学会編「各種合成構造設計指針・同解説」、（社）日本建築学会編「建築工事標準仕

様書・同解説のうちＪＡＳＳ５鉄筋コンクリ－ト工事及びＪＡＳＳ６鉄骨工事」、合成スラブ工業

タログ及び設計・施工便覧による。

会編「大臣認定・無被覆耐火構法　合成スラブの設計・施工マニュアル」、日鐵住金建材デッキプレ－トカ

４－３．　標準納まり：ＲＣ造またはＳＲＣ造の場合

30

改訂：平成２５年９月

デッキ合成スラブ標準仕様書

S=     (A3版 50%縮小)

又は頭付きスタッド
又は頭付きスタッド

ｺﾝｸﾘｰﾄ

■　１．２　　　　　　　□　１．６

■　ＥＺ５０　　　　□　ＥＺ７５　　

■　普通　　　　　　□　軽量１種　　　　　□　軽量２種

□　７０　　　　　　　■　８０　　　　　　□　８５　　　　　　□　９０

□　１８　　　　　　　■　２１　　　　　　　□　［　　　　　　　　　　］

■φ６－１５０　　□φ６－１００　　□　［　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

□　Ｚ１２　　　　　　□　Ｚ２７　　　　　□　無し　　　　　　□　［　　　　　　　］

□　塗装（ＪＩＳ　Ｋ５６２１　３種相当品／一次塗装：裏面のみ）　　■　建築仕様による

■　焼抜き栓溶接

■　ＳＥスヘ゜ーサー　　　　　　　□　ＳＥハンカ゛ー

■　エンクロ　　　　　　　　　　　　□　小口フサキ゛

■　耐火構造仕様（詳細は下記の通り）

■　床１時間

■　ＳＰＷ　：　標準溶接径　１８ｍｍ以上　※溶接位置等は特記による

０７

平成26年7月9日
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会社
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松　下　設　計 一級建築士事務所

管理建築士　松下 充孝 （一級建築士登録 59420）

設計部長 検 図 担 当 製 図

受託番号 日付：

設計図

図面名

縮 尺

図 面 番 号

図 面 種 別

登録（10）183 Ｓ

一級建築士登録 第186973号　構造設計一級建築士交付番号第6571号　末吉　稔

１３－１４３

三芳町立第三保育所改築工事

基準強度（F値）が235N/mm～325N/mmの冷間成形角形鋼管

ファブラックスGに接合される柱およびはりは以下のとおりである。

・鉄骨工事技術指針（日本建築学会）

・建築工事標準仕様書　JASS6鉄骨工事（日本建築学会）

・鋼構造設計規準（日本建築学会）

・建築基準法・同施行令・国土交通省告示等

本標準図に記載のない事項は下記による。

15mm以上

15mm以上

側柱

下端段差

中柱

2）はり取付け位置の例

・はり寄せ

i）はり寄せなし

・はり段差

i）はり段差なし

ii）はり寄せあり

上端段差

ii）はり段差あり　

中間階

15mm以上

15mm以上

高力ボルト接合

または

隅柱

H-434x299x10x15

H-386x299x9x14

H-336x249x8x12

H-390x300x10x16 

H-340x250x9x14

H-294x200x8x12 

上下端段差

高力ボルト接合

または

柱最上部

7
PL-9

H-396x199x7x11

適用柱はり部材組合せ表（はり：中幅系列）

H-148x100x6x9

H-244x175x7x11

H-194x150x6x9 

はりサイズ

板厚（t）

ファブラックス

柱サイズ

H-496x199x9x14

H-446x199x8x12

H-500x200x10x16 

H-450x200x9x14

H-400x200x8x13 

1296

□200

【G20】

1296

【G25】

□250

適用柱はり部材組合せ表（はり：細幅系列）

H-346x174x6x9

H-298x149x5.5x8

H-248x124x5x8

H-250x125x6x9

H-200x100x5.5x8 

H-350x175x7x11

H-300x150x6.5x9 

H-198x99x4.5x7

H-175x90x5x8

H-150x75x5x7

はりサイズ

板厚（t）

ファブラックス

柱サイズ

126 9

□200

【G20】

126 9

【G25】

□250

ファブラックスGの上部に柱材が取付ない場合は、ファブラックスGの上部に基準強度235N/mm以上で

またはガセットプレートを介した高力ボルトによるものとする。

柱およびはりとファブラックスGの接合は、柱およびはりフランジとは完全溶け込み溶接、はりウェブとは溶接

はりの取り付け位置は、はりフランジ面をファブラックスG小口端部から15mm以上離さなければならない。

ファブラックスGの標準的な納まりについて下記に示す。

ファブラックスGは、管内側の隅角部および柱と接合する小口面にハンチをもつ厚肉断

面形状の鋳鋼品で、その機械的性質はSN490C材に相当する。

ファブラックスG柱はり接合工法は、鉄骨造建築物の柱はり接合部にファブラックスG

・本工法の適用範囲の柱とはりの組合せにおいて、はりとファブラックスGの接合部は

保有耐力接合条件を満足しており、設計者が接合部の構造計算を行う必要は無い。

（法37条第二号認定品）を用い、柱およびはりの組合せを限定して使用するノンダイ

・本工法を用いた架構の剛性は、柱はりを線材置換して節点剛とした架構剛性として計

（財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0109-02」（平成21年11月20日付）

厚み9mm以上の鋼板を全周隅肉溶接にて取り付ける。

・柱およびはりとの取り合い

・柱最上部

・はりの取付位置

1）接合条件

算することができる。

2）ファブラックスG

3）設計

アフラム形式の柱はり接合工法である。

1）工法

＜適用する柱材品種の例＞

1）適用柱部材

および熱間成形角形鋼管、組立箱形断面柱

・建築構造用冷間プレス成形角形鋼管（BCP235、BCP325）

採用※採用する柱、はりの組合せを確認

注）柱板厚8mmおよび14mmにおけるはりとの組合せは、それぞれ柱板厚6mmおよび12mmと同じ

【G25】

12

【G25】

12

H-500x300x12x16 

H-500x250x9x16 

H-500x250x9x12 

【G30】

12

□300

916 1916 191612

【G35】

□350

22

12

【G30】

□300

916 1916 191612

【G35】

□350

22

適用柱はり部材組合せ表（はり：はりせい一定品）

H-450x200x9x12  

H-500x200x12x16

H-500x200x9x16 

H-500x200x9x12 

H-450x250x9x16

H-450x250x9x12

H-450x200x12x16 

H-450x200x9x16

H-400x200x9x19 

H-400x200x9x16

H-400x200x9x12

はりサイズ ファブラックス

板厚（t）

柱サイズ □200

【G20】

96 126

□250

9

適用柱はり部材組合せ表（はり：広幅系列）

H-298x299x9x14

H-294x302x12x12

H-248x249x8x13

H-300x300x10x15 

H-250x250x9x14

H-200x200x8x12

H-175x175x7.5x11

H-150x150x7x10

はりサイズ

板厚（t）

ファブラックス

柱サイズ

1296

□200

【G20】

96

□250

12169 16

□300

【G30】

19

【G35】

1612

□350

1922

12916 1916

【G30】

□300

191612

【G35】

□350

22

　適否を確認する。（最上階は下階柱）

・中間階の柱はり接合部においては、上階の柱とそれぞれのはりとの組合せで

・本工法の適用柱はり部材組合せを下表に示す。

中四国

大　阪

名古屋

3）適用柱はり部材組合せ

380203G20

基準強度（F値）が235N/mmのH形鋼

・圧延H形鋼（SS400、SN400、SM400、NSFR400）

　　　　国住指第3836号：MSTL-0145（平成16年3月24日付）

　　　　国住指第3835号：MSTL-0144（平成16年3月24日付）

530

480

430

＜適用するはり材品種の例＞

2）適用はり部材

・基準強度（F値）：325N/mm

・機械的性質および化学成分：SN490C相当

・建築基準法第37条第二号に基づく国土交通大臣認定

2）材質

G35

G30

G25

303

353

253

側面図

H

上面図

D

長さ（H）

ファブラックスGの形状寸法および材質は以下のとおりである。

右図および下表にファブラックスGの形状および寸法を示す。

1）形状寸法

記号 外径（D）

（単位：mm）

2010年4月作成

D

03（3296）3516

022（223）5155

011（261）5443

TEL仙　台

東　京 TEL

札　幌 TEL 福　岡

082（511）5110

06（7636）3847

052（212）2233

TEL

TEL

TEL 092（526）2104TEL

・建築構造用冷間ロール成形角形鋼管（BCR295）

・一般構造用角形鋼管（STKR400、STKR490）

・建築構造用熱間成形角形鋼管（SHC400、BSHC400、SHC490）

・組立箱形断面柱（SM400、SM490、SN400、SN490）

ファブラックスＧ接合工法標準図

S=     (A3版 50%縮小)０８

平成26年7月9日



図 面 種 別

図 面 番 号

縮 尺

図面名

設計図
製 図

受託番号

設計部長 検 図 担 当

日付：

Ｓ

S=     (A3版 50%縮小)

鋼材の種類、板厚により必要に応じて適切な予熱を行う。

溶接部の検査を行う場合は、超音波探傷検査によってよい。

（２） 溶接部に割れの入った場合には、割れの入った両端から５０ｍｍ以上、

（１） 有害な欠陥のある溶接部は削除して再溶接する。

探傷は柱フランジ側から行う。

※　柱とベースプレートの溶接は、柱端部に開先を設けて完全溶込み溶接とし、建築工事標準仕様書JASS6

３－２　ベースプレートの鉄骨柱への取り付け（柱端部に開先を設ける）

　　柱はベースプレートの罫書線に合わせて取り付けて下さい。

軟鋼及び490N/mm　級高張力鋼マグ溶接用ソリッドワイヤ（JIS Z3312　YGW11相当）

低水素系４９０Ｎ/ｍｍ　級高張力鋼用（JIS Z3212　D5016相当以上）

鉄骨工事に準拠して実施して下さい。

１－１　構成部材

１．総則

４０ｍｍ

４．検査

方　　　法

予　熱

４０ｍｍ

柱フランジ

組立溶接

１．組立溶接
３－３　溶接施工一般

注意

ベースプレート形状

３．工場加工

ガスシールドアーク溶接

被覆アーク溶接

設

７－２　アンカーボルトの設置

ボルト高さ：基準高さよりの誤差は-３mm～+１０mm

●　アンカーボルト(形板）の設置精度は下記を目標とする。

●　架台は捨てコンクリ－トに、ピンアンカ－で固定する。

に準拠する。

７－５　形板撤去

７－３　配筋及び基礎コンクリート打設

７－６　中心塗り部分モルタル施工

形板中心位置：ｅ≦３mm

日本建築センター評定

ＢＣＪ評定－ＳＴ０１８０－０１

工
標
準

施
計

●　柱脚部の捨てコンクリ－トの厚さは、９０ｍｍ以上とし、表面は平滑に仕上げる。

これによらない）

(自動ロボット溶接の場合は

対辺ごとに溶接を行う。

４

１

２

３

角形鋼管柱

柱下端

7
35

。

ベースプレート

2

裏当金

７－１　基礎工事

６．鉄筋の定着長さ（最小値）

開先形状は参考注意 日

｜

法
工

ス

リ

ベ
ア

ク
立

□１５０×１５０～

□３００×３００用

角形鋼管柱用

●　日立クリアベ－ス工法は、鉄筋コンクリ－ト構造上に建つ角形鋼管柱（□150×150～□300×300)の柱脚に使用する。

３－１　溶接材料

●　柱の材質は、400N/mm　級、490N/mm　級の角形鋼管（例えば、BCR295、BCP235、BCP325、

　　STKR400等）を使用する。

●　鉄筋の材質は、JIS G3112「鉄筋コンクリ－ト用棒鋼」に定める熱間圧延異形棒鋼を使用する。

●　コンクリ－トの材質は、「JASS5鉄筋コンクリ－ト工事（日本建築学会）」に適合する普通コンクリ－トを使用する。

●　本工法は、ブレ－スが取り付く柱脚部に使用できない。

●　本工法を用いた柱脚部はスラブ等の普通コンクリ－トにより被覆しなければならない。

２．工法概要・各部品寸法

２－１　構成部材

△基礎天端

▽ベ－ス下端

▽コンクリ－トスラブ天端 ▽コンクリ－トスラブ天端

▽ベ－ス下端

△基礎天端

アンカーボルト

スリ－ブ

押えプレ－ト

定着板

専用ブラケット10

11

12

13

立ちアングル

捨てアングル

ピンアンカー

ナット

1

2

3

ベ－スプレ－ト

4

7

6

定着板

9

3

8 無収縮モルタル

Cバンド5

アンカーボルト４本タイプの設置例 アンカーボルト8本タイプの設置例

２－２　押えプレ－ト・Cバンド・ナット・スリ－ブ・定着板の形状寸法

２－３　各部材の規格

２．本溶接手順

はつり取り再溶接する。

角形鋼管柱

ベースプレート

中心塗り部分モルタル

７．現場施工

押えプレ－ト

アンカ－ボルト4本タイプ アンカ－ボルト8本タイプ

Cバンド

クリアベ－ス型式

CB15-430

P1

115

P2

75

P3 R φd tp

押えプレ－ト Cバンド

鉄筋径 B1 B2 B3 B4

D13

ナット 定着板スリ－ブ

Hn Bn Cn Hs Ds tb Db db

（単位：mm)

ナット スリ－ブ 定着板

CB17-430

CB20-430

CB20-436

CB25-830

CB25-836

CB30-830

CB30-836

JIS G3106

押えプレ－ト

SN490B

JIS G3136

ベ－スプレ－ト項目
構成部品

備考

規格

SD490

JIS G3112

アンカ－ボルト

強度区分5

Cバンド ナット 定着板

SM490A

JIS G3112 JIS G3106

4本タイプ 8本タイプ

基礎柱形主筋定着長さを参照下さい。

●　鉄筋の定着長さについては、

クリアベ－ス工法カタログの

定着長さ(下部）

定
着
長
さ
(
上
部
）

アンカ－ボルト

基礎柱形主筋

定着板

50 35

45

-

-

-

-

33

39

33

39

39

33

19

16

19

16

16

16

125

258

258

318

308

80

200

190

260

240

55

58

68

68

58

７－７　建方

７－８　Ｃバンド・定着板・ナットの取り付け

●　鉄だんごは使用しない。

●　押えプレ－ト・ナットを速やかに取り付ける。

●　モルタル注入と順序が異なる場合もあります。

●　Cバンド方向性に注意する。

●　Cバンドの端部（○部）●　注入後24時間以上経過してから撤去する。

７－１０　後詰め無収縮モルタル材の型枠撤去

７－１１　コンクリ－トスラブによる被覆

●　普通コンクリ－トにより、クリアベ－スを被覆する。

　を互い違いにする。

中心塗り部分モルタル

ベ－スプレ－ト詳細図

ベ－スプレ－ト詳細図

D13

D16

D19

D19

D19

D19

D16

24

29

24

24

29

29

46

55

46

55

46

55

53

64

53

53

64

64

35

42

42

35

35

42

6

56 31

3156

3156

66 37

66 37

3766

●　h寸法は、下図を参照

●　C寸法は、下図を参照

●　中心塗り部分モルタル(a)のサイズは

    150mm≦a≦300mmかつ柱寸法D以下とし、

    鉄だんごは使用しないようにする。

●  tmは30mmを標準とする。

形板

Ａ±ｅ

ｅ≦３mm

Ａ
±
ｅ

７－４　基礎コンクリ－ト打設後の形板中心位置の確認

形板中心位置：ｅ≦15mm（設置可能範囲内）

●　アンカ－ボルトの締め付けをする。

●　被覆部分の外形はベースプレート外形から

    10mm以上のへりあきを確保する。

C

c
3
0

h

L
2

L
1

L
3

dOdO

T

A

C1

A'

A

C1

C2

Cバンド

ベ－スプレ－ト

アンカ－ボルト

ナット

押えプレ－ト

t
m

9
0
m
m
以
上

h

a

D

罫書線罫書線

t
b

db

Db

Ds

H
s

H
n

Cn

B
n

t
p

t
p

B
3

B
2

B4

B1

P
3

P2

P1

R

P
3

P2

P1

φd φd

不良溶接部の

　　 　補正

５．標準据付寸法・被覆コンクリ－ト・中心塗り部分モルタル仕様

７－９　後詰め無収縮モルタル材の注入

またはこれらと同等以上の

無収縮モルタルを注入する。

●　モルタル材は、ＮＸ２０００

●　注入方法はヘッド圧工法による

2011/11

39

270

295

330

340

425

440

485

490

275

300

340

350

425

440

485

490

225

250

275

280

345

350

400

400

95

95

100

110

140

150

柱符号 数量

採用

注1.柱脚ヒンジとして設計する場合は、柱の適用板厚に制限はありません。　　　注2.保有耐力接合板厚は柱F値≦295N/mm2の場合です。

注3.h寸法は杭が無い場合です。杭が有る場合は表中のh寸法+100mm以上確保して下さい。

注4.応力状態によって I ・ I  ゾ－ン2種類の鉄筋量を標準仕様としております。詳細は日立クリアベース工法カタログをご参照下さい。

クリアベ－ス型式

CB15-430

CB17-430

CB20-430

CB20-436

CB25-830

CB25-836

CB30-830

CB30-836

柱サイズ

□150 12以下

保有耐力接合

適用板厚

□175

□200

□250

□300

12以下

12以下

9以下

12以下

16以下

16以下

12以下

□470

600以上435180以上

L1

216028--210310

A C1 AC2 T dOプレ－ト
ベ－ス

25 46

ベ－スプレ－ト各寸法(mm)
アンカ－
ボルト

部品

質量(kg)

(kg)

アンカ－ボルト(mm)

ねじ部 軸部
全長
L3

ねじ部長さ

上部 下部 P

139

C L2 h d

柱形 基礎柱形主筋

Ｉゾーン  ゾーン

帯 筋 鉄筋の
定着長さ

335 235 - - 28 60

360 260 - - 28 60

375 265 - - 32 66

460 350 28 60200 390

390190 6636360470

590 410 28 60260 485

470240 6636410580

25 26 51

562729

35 37 72

32 50 82

41 78 119

50 53 103

60 81 141

3.570115620D29M30

M30 D29 620 115 70 3.5

3.570115620D29M30

480125605D35M36

M36 D35 735 125 80 4

480125735D35M36

153 200以上 400 600以上

630以上435180以上139

160 200以上 525 730以上

139 180以上 435 640以上

730以上525200以上160

8-D16(SD295)□500 20-D16(SD295) 240

□530

□550 8-D19(SD345) 20-D19(SD345) 300

30024-D19(SD345)8-D19(SD345)□620

41012-D22(SD345)□650

33020-D22(SD345)8-D22(SD345)

410

28-D22(SD345)

12-D22(SD345)□700 28-D22(SD345)

セット質量

ねじピッチ

材質：SD295

ベ－スプレ－ト下端～

アンカ－ボルト天端 コンクリ－トスラブ天端

ベ－スプレ－ト下端～
アンカ－ボルト定着長さ

基礎柱形標準仕様(mm)　(Fc21の場合)

http://www.hitachi-kizai.co.jp/

九州　ＴＥＬ　０９２―４５２―０３４１

中四国ＴＥＬ　０８２－２４０－１６３０

東京　ＴＥＬ　０３―３６１５―５４３２ 中部　ＴＥＬ　０５２－５８２－３３５６

関東　ＴＥＬ　０２７３―２２―９４１１

関西　ＴＥＬ　０６―６３９５―２１３３

北陸　ＴＥＬ　０７６―２３３―５２６０札幌　ＴＥＬ　０１１―２２１―６５５８

日立機材株式会社
ＵＲＬ

新潟　ＴＥＬ　０２５―２４１―０８８９

東北　ＴＥＬ　０２２―２１３―５５９５

横浜　ＴＥＬ　０４５―５４８―９８８１ テクニカルセンター
　　　ＴＥＬ　０３―３６１５―５４３５

日立機材が定めた認定業者が行う。（日本建築センターの評定で義務づけられています）

●　本資料以外の施工方法で行った場合、日立クリアベ－ス工法の性能が発揮

●　アンカーボルト及びナットは加熱、溶接、加工は絶対に行わないで下さい。

●　アンカーボルトの据付、無収縮モルタルの充填、これらの施工は

できなくなります。

●　押えプレ－ト・Cバンド・ナット・スリ－ブ・定着板の紛失に御注意下さい。

●　ボルトの余長は0mm以上確保して下さい。

！注意

ＪＡＳＳ ６ 鉄骨工事、建築工事標準仕様書・同解説 ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート

工事、鉄筋コンクリート構造計算基準・同解説および日立クリアベース工法カタログ

●　本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書

●　施工完了後、クリアベース工法のチェックシートに工事記録を記載する。

８．本工法の施工

2 2

Ｔ Ｅ Ｌ  048(840)4118(代 )Ｆ Ａ Ｘ  048(840)4103

会社
株式
松　下　設　計 一級建築士事務所

管理建築士　松下 充孝 （一級建築士登録 59420）

登録（10）183

埼 玉 県 さ い た ま 市 中 央 区 上 落 合 １ 丁 目 ８ 番 １ ２ 号

SD295AまたはSD345

JIS B1181(六角ナット）

SM490A

基礎天端～コンクリ－トスラブ天端(mm) 基礎天端～捨てコン天端(mm)

基礎天端～捨てコン天端

2

2
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S=     (A3版 50%縮小)

地業工事特記仕様書（先端羽根付き鋼管杭 回転埋設工法；スクリューパイルＥＡＺＥＴ）

５．試験杭

試験杭は、本杭の施工に先立ち、次の事項について確認する。

試験杭に採用した杭が、設計条件を満足する場合には、これを本杭とする。

（３）支持層の確認（掘削時の回転トルクの変化、貫入量）

（２）杭回転埋設状況と土質柱状図との整合性

（１）杭設置地盤の状況

６.本杭における支持層の確認

支持層の確認は、次の方法に基づいて行う。

（３）回転埋設時の杭１回転あたりの貫入量より確認する。（必要トルクが得られない場合）

（１）標準貫入試験調査結果に基づき確認する。

その他の継手（溶接継手）の場合は設計管理者とメーカーの協議の上決定する。

１０．施工記録及び施工報告書

（この時、「支持層への根入れの確認」や「支持層地盤の不陸」等を考慮し、処置を決めるものとする。）

（３）杭の低止まりに関しても設計管理者とﾒｰｶｰの協議により杭の健全性をチェックする。

（１）杭頭のズレは、±100mm以内とする。

（２）杭高止まり量については、監督員に報告し､設計管理者とﾒｰｶｰの協議の上処置を決める。

（7）杭設置深さ

（4）施工機械

（1）工事件名

（8）回転終了時のトルク値

（5）杭番号

（9）土質柱状図

（3）施工年月日（2）工事場所

施工記録は、杭施工にあたり、各杭の施工状況を記録し、杭の施工終了後に施工報告書を作成し提出する。

（10）その他必要事項

（6）杭規格・数量

本工法は、杭本体先端部に掘削刃、掘削爪及びらせん状の羽根を取り付けた鋼管杭を回転埋設させることによって、杭先端羽根部を未掘削地盤に食い込ませながら

地中にねじり込み掘進させ、杭本体体積分の土砂を杭側方向に押圧し、無排土で所定の支持地盤に設置させる杭基礎工法である。

工程の概要は、下記の通りである。

（2）杭の固定　　；杭先端を杭芯にセットしたら、杭体を振れ止め装置で固定する。

（5）埋設完了　　；所定深さまで回転埋設が終わったら、モーターを逆回転（左回転）させ、キャップをはずして施工を完了する。

１．工法の概要

なお、本工法は、国土交通大臣認定工法である。

４）載荷試験を行う場合は、「建築工事共通仕様書：4-2-3」による。

５）上記によるほかは、施工計画書による。

３．施工業者

本工法の施工は、スクリューパイルＥＡＺＥＴ指定施工店が行う。

（4）杭構造図 （5）施工概要、施工順序

（8）安全管理基準 （9）作業員名簿

（1）工事概要 （2）施工管理組織図 （3）工程表

（7）施工機械・器具仕様

（6）施工管理項目

４．施工計画書

本工事に先立ち、施工計画書を作成し、これに基づき工事を実施する。計画書は、次の内容を記載する。

１）本工事は、本特記仕様書による。

２．一般事項

２）杭仕様は、下記による。
(kN/本)(mm)

符 号 位 置 杭 径 鋼管厚 杭 長 継手 セット数 杭頭位置 長期許容支持力杭先端深度
Ｄw ts

杭材質
先端羽根

材 質

288.0

12.7

GL-

288.0

GL-

28

上杭 267.4φ

中杭

下杭 267.4φ

上杭 267.4φ

中杭

下杭 267.4φ

上杭

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

※杭仕様・搬入・施工に関しては、メーカーと相談の上決定するものとする。

１１．杭頭補強

（２）中詰め深さは杭外径の２倍以上かつ基礎下端より杭外径分以上とする。

国土交通大臣認定番号TACP-0354(平成23年12月08日）

(先端地盤：砂質地盤（砂レキ地盤を含む））

工法の名称　スクリューパイルＥＡＺＥＴ

国土交通大臣認定番号TACP-0353(平成23年12月08日）

(先端地盤：粘土質地盤）

旭化成建材(株)　

羽根径

杭径

▽設計 GL

上
杭

下
杭

杭頭

杭径

基礎下端

中詰めコンクリート

2
×
杭
径
以
上

4
5
0
（
設
計
長
）

杭
径
以
上

L
o
1
0

外周補強筋

基礎下端

杭頭

7
0
以
上

中詰めコンクリート

杭径

2
×
杭
径
以
上

９．施工精度

埋め込み長さによる場合

（１）杭頭補強は外周補強筋筋溶接または杭頭埋め込み補強によるほか、杭頭部コンクリート中詰め補強を行う。
杭 頭 補 強

外周補強筋による場合

STK490

STK490

STK490

( N.T.S.)

地業工事特記仕様書

杭
径
以
上
2
0
0

P1

P2

P3

800 SM490A

4,000x1

6,000x1

10,000

4,000x1

6,000x1

10,000

4,000x1

6,000x1

10,000
１箇所

１箇所

１箇所

SM490A

SM490A

8.0

8.2

8.2216.3φ

216.3φ

700

650

外周補強筋

杭符号 P1 P2

(SD295) (SD295) (SD295)
8-D16 8-D16 8-D16

７．施工機械・器具

８．継手の接続

施工機械・器具は、杭径、杭長、地盤、敷地の広さ等を考慮し、埋設作業が、十分にできる機械を選定する。

杭配置図

ボーリング柱状図

（２）杭回転駆動装置モータの油圧値（トルク値）により確認する。（トルク値－Ｎ値の関係図より）

GL-

GL-

GL-

杭頭位置 GL-1,870

杭
先
端
 
G
L
-
1
1
,
8
7
0

杭
長
　
Ｌ
=
1
0
,
0
0
0

中
杭
(
無
し
)

杭　径 267.4 267.4 216.3

溶接長Ｌo

4
0
d
(
以
上
)

溶接長Lo(以上)

90 70 70

Ｓ－１１　による。

Ｓ－０６　による。

１０

GL-

３）本杭施工に先立ち、試験杭を行う。（通常１本）試験杭の本数・位置は、杭配置図による。

1,960

1,960

1,960

11,960

11,960

11,960P4

P5

STK490

STK4908.2

8.2216.3φ

216.3φ

STK490

STK4908.2

8.2216.3φ

216.3φ

4,000x1

6,000x1

4,000x1

6,000x1

28 SM490A600

22 SS400470

GL-10,000
１箇所

GL-1,960 11,960

GL-10,000
１箇所

GL-1,000 11,0004 147

P3･P4･P5

(mm)

9

7

（1）杭の建て込み；杭を吊り込んで杭芯に合わせ、杭をセットする。

（3）回転埋設　　；杭の鉛直性を確認したら正回転（右回転）を杭に与えて羽根の推進力で杭を埋設させる。

STK400

STK400

16

6

STK400

828

654

564

480

溶接
継手

溶接
継手

溶接
継手

溶接
継手

溶接
継手

（4）杭の接続　　；１本目を埋設したら、２～３本目は、溶接又は無溶接継手により継ぎ足し、順次回転埋設していく。

継手の接続は、溶接継手とする。 ＣＣジョイント継手の接続は、所定の締め付け回転トルクで管理する。

ＣＣジョイント継手　日本建築センター評定番号

BCJ評定－FD0045－03または04

平成26年7月9日



埼 玉 県 さ い た ま 市 中 央 区 上 落 合 １ 丁 目 ８ 番 １ ２ 号

Ｔ Ｅ Ｌ  048(840)4118(代 )Ｆ Ａ Ｘ  048(840)4103

会社
株式
松　下　設　計 一級建築士事務所

管理建築士　松下 充孝 （一級建築士登録 59420）

設計部長 検 図 担 当 製 図

受託番号 日付：

設計図

図面名

縮 尺

図 面 番 号

図 面 種 別

登録（10）183 Ｓ

一級建築士登録 第186973号　構造設計一級建築士交付番号第6571号　末吉　稔

S=1:100(A3版 50%縮小)

１３－１４３

三芳町立第三保育所改築工事

Y2 Y2

Y4

Y5 Y5

Y4

1
3
,
1
8
0

Y3 Y3

8
,
5
9
0

8
,
5
9
0

4
,
5
9
0

4
,
5
0
0

9
,
0
9
0
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柱　心

杭配置図
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芯
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700700
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芯

800800
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芯
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芯
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芯
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0
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0
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芯
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杭
　
芯
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400
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0
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400400
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0
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0
0
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400400

8
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800

4
0
0
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8
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0

4
0
0
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0

8
0
0

4
0
0
4
0
0

8
0
0

1,400

2,100

350350 400 300 300 300 3001,200

1,800

1,300

1,900

Y1 Y1

2
0
,
3
6
0

2
,
6
8
0

1
5
,
8
6
0

P4×1 P1×1 P2×1 P1×1

P1×1

P1×1 P1×1 P1×1 P1×1

P1×1

P4×1P4×1

P1×1

P2×1P3×2

P3×2

P3×2 P4×2

P4×2

P2×2P2×2

試験杭

P4×1P4×1

柱　心

柱　心

杭　芯

杭　芯

１１

特記なき限り次記に依る。

杭工法　スクリュ－パイルEAZET工法(大臣認定工法 TACP-0354)

10,000

5,000 5,750

X2 X3 X4 X5 X6X1

9,340

X8 X9

52,180

X7

5,910

5,840

11,590

5,000

340 340340

柱
　
心

柱
　
心

柱
　
心

柱
　
心

柱
　
心

柱
　
心

柱
　
心

柱
　
心

9,250

柱
　
心
、
杭
　
芯

、
杭
　
芯

、
杭
　
芯

、
杭
　
芯

、
杭
　
芯

、
杭
　
芯

、
杭
　
芯

杭
　
芯

6,090

2
,
6
8
0

1,400 1,100

2
,
8
8
6

4
,
7
4
5

杭
　
芯

杭
　
芯

杭
　
芯

杭　芯

杭　芯

杭　種　先端羽根付き鋼管杭

外部階段部

P5×1 P5×1

P5×1P5×1

2,300

350 3501,600

P1×2P1×2

P1×2

6
0
0
6
0
0

1
,
2
0
0

P3×1P1×1

杭偏心　あらかじめの検討を行っており、100以内の偏心による補強は不用とする。

　　　　高止りは杭を切断する。予定長より貫入量が長くなる場合は上杭材と同材を追加接合する。

試験杭　Y2-X1位置の杭を試験杭とする。

高止り　設計により２ｍ以内の高止りを許容する。（上杭長２ｍ以上とする。）

杭頭部　固定とする。

支持層　GL-10,000以深の粘土混り砂礫層または礫混り中砂層(Ｎ≧30：設計平均Ｎ値=34)

　　　　外部階段部は別途設計(Ｎ≧15：設計平均Ｎ値=17)

平成26年7月9日
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埋戻し

埋戻し 埋戻し埋戻し 埋戻し埋戻し

埋戻し
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（ 共 通 事 項 ） 特記なき限り次記に依る。

Ｘ方向

Ｙ
方
向

2,975

FS1
(1FL-1,480)

人通口

人
通
口

Y1 Y1

2
0
,
3
6
0

2
,
6
8
0

2
,
6
8
0

1
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,
8
6
0

F11

F32

F11 F41

F22

F11

F11

F41

F42

F11

F41F41

F32 F21 F11

F11 F32F22

F42F21F11F41

F11

上部点検口

土間コンクリート

ピット内の埋戻し土は、十分に転圧したのち上部スラブ用の地業を行う。

ピット底盤は土間コンクリートとし、底は基礎梁下端に合わせる。

ＥＶピットは上記の他とする。

１２

W200

F12

F12

F12

F31F11

平成26年7月9日
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基礎リスト

1:30基 礎 リ ス ト 注記）杭に芯ずれが生じて杭芯からのへりあきが300に満たない場合、基礎を大きくしてへりあきを確保するものとする。
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ＲＣ部材リスト

符　号

位　置

基 礎 梁 リ ス ト 1:30

Ｂ×Ｄ

上端筋

下端筋

あばら筋

腹　筋

FG1

全断面

 3-D22

 3-D22

350 x 1800

断　面

 6-D22

 4-D22

中央・他端

FG2

350 x 1800

FG3

X3端・中央 X5　端 X5　端

 3-D22  3-D22

 6-D22

350 x 1800

 3-D22

 3-D22

 6-D22

端　部 中　央

FG5

 3-D22  3-D22

全断面

FB1

 4-D22

 2-D19

 2-D19

350 x 1800 250 x 1800

 3-D22  3-D22

350 x 1800

FG4

中　央 X7　端

 6-D22  5-D22  4-D22

 4-D22

 5-D22

 3-D22

 3-D22

 3-D22

 3-D22 4-D22

FG7

内　端

 4-D22

350 x 1800

 3-D22

内　端

 6-D22

FG6

350 x 1800

中　央外　端中　央外　端
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位　置

Ｂ×Ｄ
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下端筋

あばら筋

腹　筋

断　面

350 x 900

 5-D19  5-D19  5-D19  5-D19

350 x 650

（ 共 通 事 項 ） 特記なき限り次記による。

・巾止め筋　Ｄ１０－１，０００・腹筋　２－Ｄ１０・ＳＴ．□Ｄ１０－２００＠

中　央 中　央外　端 内　端 Y2　端 Y3　端 Y3　端

 3-D19  3-D19

 3-D19

350 x 650

中央・Y4端 全断面

350 x 600

 3-D19

 3-D19

 3-D19

 3-D19  3-D19

 3-D19 4-D19  4-D19  4-D19 8-D19

 3-D19

1:30小 梁 リ ス ト

B24B23B22B21
1:30１ 階 梁 上 端 増 打 要 領

3-D16

3
0
d

補強部あばら筋 型 主断面に同径･同ピッチ

※補強主筋端部は柱または梁に定着させる。

増し打ち厚150～350の場合

腹 筋

巾止メ筋

▽基礎梁天端

▽1SL

D
5
0

6
0

B

基 礎 梁 共 通 事 項

・巾止め筋　Ｄ１０－１０００＠

・貫通孔は既成品（日本建築センター評価取得品）にて補強する。要領は製品仕様による。

主 筋

梁上増打部

・貫通孔補強は採用メーカーにて最終的に検討を行い、監理者の承認を受けるものとする。

・主筋の配置はＹ方向を上、Ｘ方向を下にして交差させる。

・基礎梁端部主筋のカットオフの標準長は L0/4+15d (L0:内法長、d;主筋径) とし、S-02.5.(1)にならう。

・表中－は標準長またはカットオフ無しを示す。小梁、片持ち梁は標準図による。

FG1

カットオフ長 －

・梁中央部から端部に向かってのカットオフ長は、標準図による。

・下表の数値は計算によりカットオフの必要長が標準長を超えたものを示し、下表以上の長さが必要であることを示す。

FG2 FG3 FG4 FG5 FG6 FG7

単位（mm）

2,850 －－ 2,8502,450 2,450

・腹筋　６－Ｄ１０

・ＳＴ．□Ｄ１０－２００＠　　　

特記なき限り次記による。（ 共 通 事 項 ）

配筋図上下縦筋横筋縦筋斜め筋
種別
配筋

3-2-D132-2-D134-2-D13

4-2-D22

4-2-D19

4-2-D16

H7

H6

H5

Ｈ形配筋
人通孔の補強形式

（注）-----　は、一般部分のあばら筋を示す。
ＣＢ３０－８３０

ベ－スプレ－ト詳細図 柱脚詳細例

８－Ｍ３０　ねじ部Ｍ３０　軸部Ｄ２９

□　３００

□６９０

Ｉゾ－ンの場合

８－Ｄ２２（ＳＤ３４５）

アンカ－ボルト

柱サイズ

柱形

主筋（材質）

鉄筋の定着長さ

帯筋（材質） Ｄ１３＠１５０（ＳＤ２９５）

３３０

基礎はり端部納まり例

右図の○（柱主筋）は　Ｉ　ゾ－ンの本数になります。

設計上、　　　ゾ－ンとなる場合は柱主筋を加えて下さい。

注　　柱主筋について
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はり主筋本数

Ｄ１９ ～ ～
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～

～ ～
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Ｄ２５ ～
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６５４３はり主筋

～Ｄ１９ ～ ～

はり主筋本数

柱形外面基礎はりタイプ

柱 脚 台 配 筋 要 領
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S1
D13,D10-200@

    D10-200@     D10-200@

床 版 配 筋 表

S2

FS1
D13    -200@

D13    -200@

D13    -200@

D13    -200@

150

150
D13    -100@ D13    -100@

D13    -100@ D13    -100@

D13,D10-200@

12
0

両方向共D10-200@

1
2
0

1
0
0

D10-200@両方向共
ピット部

土 間 コ ン ク リ ー ト 1:30

６９０

６
９
０

250

1
5
0
～
5
0
0

4
6
0
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三芳町立第三保育所改築工事

鉄 骨 部 材 リ ス ト

□ -300x300x 12

備 考鋼 材部 材位 置符 号部 位

柱 BCR295 maxλ=1～ 2C1

仕口ダイアフラム 大梁フランジ厚の２サイズ上の板厚を使用する。

勾配梁の取り付きにより、厚さ・長さを調整する。

所に採用する場合は、製品の仕様に基づくものする。

既製品仕口

柱脚

使用箇所はＲ階Y3通り、X1～X3,X5,X7とする。他の箇

大 梁

2G1

2G2

CG3

CG4

端 部 :SN400B

中央部:SS400

H-300x150x6.5x  9

H-294x200x 8 x 12

B1

B2

B3

小 梁

片持ち梁

CG2,CB1

CG5,CB2

B6

B7

B8

基 端 :SN400B

先 端 :SS400

一 般 :SS400

剛接端:SN400B剛接端の長さは部材

H-200x100x5.5x  8

H-198x 99x4.5x  7

B9

B10,V1

H-248x124x 5 x  8

H-250x125x 6 x  9

H-298x149x5.5x  8

H-350x175x 7 x 11

H-440x300x 11x 18

H-450x200x 9 x 14

H-450x200x 9 x 14

H-400x200x 8 x 13

H-450x200x 9 x 14

H-450x200x 9 x 14

B5 H-300x150x6.5x  9

H-194x150x 6 x  9

CG1,CB3

SN490C

SS400P1 H-150x150x 7 x 10

在来加工を優先する

脚部下部架構に溶接

ファブラックスＧ同等品（評定取得品）による。

クリアベース（日立機材）

S-08参照のこと

S-09参照のこと

鉄骨部材リスト

２２

ささら板:[-300x90x9x13

蹴込み板:PL-4.5

踏み板:PL-4.5

踏み板:PL-4.5

A.BOLT 2-M16
（L=480　ダブルナット締め）

B．PL-16x350x150

X3 X4

1
5
0

350
100 1001501

0
0

5
0

D13-@200

1
0
0

550

L2

ささら板:[-300x90x9x13

踏
み
板
:
P
L
-
4
.
5

L
-
5
0
x
5
0
x
6
@
4
0
0
(
板
裏
に
溶
接
)

L
-
5
0
x
5
0
x
6
@
4
0
0
(
板
裏
に
溶
接
)

ささら板:[-300x90x9x13

G.PL-12
HTB.2-M20

PL-12

1:30屋 内 鉄 骨 階 段 詳 細 図

[-100x50x5x7.5@600

[-100x50x5x7.5

PL-9

B11

G.PL-6
B.2-M12

B5 B5

RG1

P1

B9

B9

H.T.B.2-M16
G.PL-6

lib PL-9

G.PL-6
H.T.B.3-M16

G.PL-6
H.T.B.3-M16

PL-6PL-6

lib PL-9lib PL-9

lib PL-9

庇先端樋受詳細図

P1

H.T.B.2-M16
G.PL-6

P1

B2

2G2

PL or G.PL-9

PL or G.PL-9

H.T.B.4-M16
B.PL-16

Y1通り上部屋根受け材取付け要領

２階X7通り段差小梁束立て要領

S=1:30 (A3版 50%縮小)

B4 H-346x174x 6 x  9

ELV設置用小梁が必要な場合はELV図面に基づき設置する。

B11

b1

H-200x100x5.5x  8

H-100x100x 6 x  8

長の1/10以上とする

b1はメーカーによって変更することがある

SS400ELV設置用

屋 根

屋根面ブレース 1-M16（ターンバックル付）

鋼板張り：意匠図参照のこと

母屋　C-100x 50x 20x3.2 @750以内SSC400

２階床 EZ50-1.2 コンクリート山上80

ささら板

PL - 4.5 の上モルタル@40

SS400

SS400

鉄骨階段  -300x 90x 9 x 13

SS400PL - 4.5蹴込み板

SS400

踏み板

外 壁 押出しセメント成型板(t=60)：縦貼り

L- 65x 65x 6 @450

S-07参照のこと

踊り場等 裏面に溶接

屋内階段

屋外階段は別図による

踏み板補強

SS400

b1:耐火被覆不要

鉛直に設置する

62.8

H-300x150x6.5x  9

H-350x175x 7 x 11RG1,RG2

RG3,2G3

平成26年7月9日
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M16

M20

4x2
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5x1
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2x2

2x2

2x1

2x1

5x1

2x1

3x1

3x1

3x1

5x1

7x1

7x1

9x1

5x1

3x1

5x1

4x2

5x1

2x1

1x2

12x1

10x1

9x1

材
　
　
質

使
用
部
材

フ  ラ  ン  ジ

剛　接　合

ウ  ェ  ブ ウ  ェ  ブ

ピ  ン  接  合

P(A)径P径N1径

H. T. B. SPL. PH. T. B. H.  T.  B.

L LSP -2SP -1 SP -3L

LSPL. PL SPL.PLG.PL

ｍ wxｎw ｍ wxｎw

SN400B

SS400

断 面 寸 法

2P - 6x 80x290

2P - 6x140x230

2P - 9x140x170

2P - 9x200x170

2P - 9x200x170

2P - 9x260x170

2P - 9x320x170

2P -12x320x170

2P -12x320x170

2P - 9x440x170

2P - 9x440x170

2P - 9x560x170

2P - 9x560x170

2P -12x620x170

2P -12x740x170

2P - 6x140x170

2P - 6x140x170

2P - 6x170x290

2P - 6x170x290

2P - 6x200x170

2P - 6x200x170

2P - 6x260x170

2P - 6x260x170

2P - 6x260x170

2P - 9x260x170

2P - 6x320x170

2P - 9x320x170

2P - 9x320x170

2P - 9x320x170

2P - 9x440x290

2P - 9x440x290

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

P -12x300x440

P -12x300x440

P -12x300x440

P -12x300x440

P -12x300x440

P -19x300x530

P -19x300x530

P -19x300x530

P -19x300x620

2P - 9x 70x290

2P - 9x 80x410

2P -12x100x410

2P -12x110x350

2P -12x110x440

2P -12x110x440

2P -12x110x440

2P -16x110x440

2P -16x110x440

2P -19x110x530

2P -19x110x530

2P -19x110x530

2P -22x110x620

P -12x 99x290

P -16x100x290

P -12x124x410

P -12x125x410

P - 9x149x290

P - 9x150x290

P - 9x199x410

P - 9x200x410

P - 9x199x410

P -12x200x410

P -12x199x410

P -12x200x410

P -12x199x410

P -12x200x410

2P - 9x 55x290

2P - 9x 60x290

2P - 9x 65x290

2P - 9x 70x290

2P - 9x 70x410

2P - 9x 80x410

2P -12x 70x410

2P -12x 80x410

2P -12x 80x410

2P -12x 70x410

2P -12x 80x410

2P -16x 70x410

2P - 9x 60x290P - 9x150x290

P -16x100x290

P - 9x175x290

P - 9x200x410

P -12x250x410

P -12x300x350L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

H-350x175x 7x11

H-500x200x10x16

H-200x100x5.5x 8

H-198x 99x4.5x 7

H-248x124x 5x 8

H-250x125x 6x 9

H-298x149x5.5x 8

H-300x150x6.5x 9

H-346x174x 6x 9

H-396x199x 7x11

H-400x200x 8x13

H-446x199x 8x12

H-450x200x 9x14

H-496x199x 9x14

H-596x199x10x15

H-600x200x11x17

H-148x100x 6x 9

H-194x150x 6x 9

H-244x175x 7x11

H-294x200x 8x12

H-340x250x 9x14

H-390x300x10x16

H-440x300x11x18

H-482x300x11x15

H-488x300x11x18

H-582x300x12x17

H-588x300x12x20

H-700x300x13x24

H-800x300x14x26

H-900x300x16x28

H-692x300x13x20

H-150x 75x 5x 7

H-175x 90x 5x 8

２．部材とＳＰ の材質は同じとする。Ｌ　　　　　　　　　　　　特記なき限り　　１．鉄骨構造標準接合部（ＳＣＳＳ－Ｈ９７）による。梁継手リスト（Ｈ形）

呼　び

ボ　　　ル　　　ト

穴径 g3B g1 g2

22

25

30

100

125

150 90

75

56

３．

２．高力ボルトの孔径は公称軸径ｄ１＋２ｍｍとする。

１．部材接合面に１ｍｍを超えるはだすきが生じる場合には、

接合面にフィラープレートを挿入すること。

４．端あきｅ＝４０とする。但し※印

部材のウェブはｅ ＝７０とする。１

e1 e1

10e e

ｗ
ｍ

剛　接　合

ピ  ン  接  合

S=1:･･･(A3版 50%縮小)

≦
D
/
2

D

e
e

P
P

G P-(A)L

e10 e

LP-6

ｎｗ

ｗ
ｍ

>
D
/
2

D

P
P

e
e

ｗｎ

ｍ
ｗ

G LP-(A)

e e10

LP-6

e
60ee60

e 10

ｎｗ

Pe
P
eS LP-2

S LP-1

LP-3S

g2g2

g3g3 g1

g
2

g
2g
1

g
3

g
3

B
=
3
0
0

N1
10ee

4545

g1 g3g3
LS P-3

10 ee
60e60 e

ｗｎ

ｍ
ｗ

Pe
P
eP-2LS

S LP-1

g
1

g
3

g
3

N1
6060

e e10

B
≦
2
5
0

登録（10）183
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M16

M16

M16
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M16

M16

M16

3x1

4x1

4x1

M16

M16

M16

M16

4x1

60

60

60

P - 9x175x410

P - 9x174x410

・フランジ・ウエブは、同径のボルトとする。
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鉄骨梁継手リスト
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S=1:30 (A3版 50%縮小)
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PL-19

PL-19PL-25

PL-36

G2

PL-28

PL-16

PL-25

8,590 4,590

13,180

Y2 Y3 Y4

1:30 X2通 り 鉄 骨 詳 細 図

2,000

設計GL

基礎梁天端

鉄骨詳細図

２４

900 900 600 600
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t

J
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n
t

J
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n
t

J
o
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n
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B2

H-400x200x8x13

1-M16(ターンバックル付)

G.PL-6

G2

G
2

G
2

B-B'断面　ブレース取付図

G.PL-9
HTB.4-M20

B2

A-A'断面　棟詳細図

1
,
6
0
0

RSL
CG5

H-200x100x5.5x8

B B'

棟天端

520[-100x50x5x7.5@600PL-9

B11

庇先端樋受詳細図

PL-28

PL-12

PL-16

G2

H-35
0x17

5x7x
11

G.PL-9

A

A’

G1

既製品（柱梁接合工法）使用

4
8
0

H-200x100x5.5x8

H-350x175x7x11

CG5

PL-28

PL-16
PL-12

PL-6　中ボルト2-M16

母屋
C-100x50x20x3.2@750以内

母屋取付け補強材
主材とのはだすきが100以上の場合補強する
FB-50x4.5

3
,
3
5
0

3
,
5
8
0

2
0

4
6
0

4
2
0

6
0

3
0

スラブ天端

ベースプレート下端

平成26年7月9日
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